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30 家庭学習　指導のひとさじ

32 読者のページ　Reader's VIEW　　　　／編集後記

小学校・家庭と連携し
家庭学習時間を1.5倍に
鳥取県鳥取市立南中学校

24 課題にフォーカス

生徒の自己肯定感を高め、落ち着いた学校にするためには
 依然として低い生徒の自己肯定感、校内暴力は過去最多
 出番と役割を与え、承認する「開発的生徒指導」で生徒を育てる　
 佐賀県佐賀市立金泉中学校

20 ベネッセのデータでみる子どもと教育

 読者アンケートからみた実態

移行措置の取り組み状況
 校長が考える、移行期間中の学校づくり

生徒、地域の実態を踏まえて
4～5年先を見通した計画を
東京都新宿区立四谷中学校校長　谷合明雄
静岡県磐田市立豊田南中学校校長　村松啓至
前・奈良県山添村立山添中学校校長　田中順一
 教育課程編成の工夫

25分と75分の「モジュール学習」で
反復学習と実験の時間を確保
福岡県福岡市立梅林中学校

 校内研修活性化の工夫

指導案も報告書もいらない
授業公開で参加しやすい研修に
群馬県太田市立城東中学校

 再確認─新学習指導要領の移行措置

新学習指導要領のポイントと全面実施までの動き
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特集�

移行期間の�
課題と対策�
４月に始まった新学習指導要領の移行措置。�

２０１２（平成２４）年度の全面実施までにすべきことは何か。�

小誌読者モニターへのアンケート結果、現職・前職３人の校長先生の座談会、�

そして２つの学校の取り組みを通して考える。�

＊「今後３年間の移行措置期間中に、貴校にお
いて特に対応が必要と思われる課題は何でしょう
か」という質問（複数回答）の全回答数を１００％
として再計算（２００９年３月実施『VIEW２１』読者
アンケート結果より。実施概要はP.２参照）�

移行期間中の�
課題は何ですか�

Q

17%

12%

13%

11%

10 %

11%

学力向上�

成績下位層�
への手当て�

学習習慣の確立�

授業時間の確保�

教育課程の編成�

その他�

２６％�

指導力の向上�
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図
１
は
、
移
行
措
置
を
踏
ま
え
た
全
体
計
画
を
ど

の
程
度
作
成
し
て
い
る
か
を
管
理
職
（
校
長
、
副
校

長
・
教
頭
）
に
尋
ね
た
結
果
だ
。
最
も
多
か
っ
た
回

答
は
「
０９
年
度
分
ま
で
立
て
て
い
る
」（
６５
％
）
だ

っ
た
。「
全
面
実
施
と
な
る
１２
年
度
分
ま
で
立
て
て

い
る
」
は
１８
％
に
と
ど
ま
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

時
期
が
３
月
だ
っ
た
た
め
か
、「
こ
れ
か
ら
作
成
す

る
」
も
１７
％
あ
っ
た
。�

　
移
行
措
置
対
応
に
関
し
て
、
管
理
職
が
主
事
・
主

任
の
教
師
に
指
示
し
て
い
る
こ
と
を
自
由
記
述
形
式

で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
図
２
の
よ
う
な
内

容
と
な
っ
た
。
教
育
課
程
の
編
成
や
授
業
時
数
の
確

保
に
関
す
る
事
項
が
多
い
。
質
・
量
と
も
に
、
教
務

主
任
に
対
す
る
期
待
が
高
い
よ
う
だ
。
進
路
指
導
・

生
徒
指
導
担
当
の
先
生
に
対
し
て
は
、
今
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
指
導
の
更
な
る
改
善
に
関
す
る
内
容
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。�

���

　
２
０
０
８
（
平
成
２０
）
年
３
月
に
新
し
い
学
習
指

導
要
領
が
告
示
さ
れ
て
か
ら
、
１
年
余
り
が
た
っ
た
。

現
場
に
は
ど
の
浸
透
し
て
い
る
の
か
。
図
３
を
見
る

と
、
９８
％
の
教
師
が
新
学
習
指
導
要
領
の
す
べ
て
、

ま
た
は
一
部
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

う
ち
、
す
べ
て
読
ん
で
い
る
割
合
は
２６
％
で
、
校
長

教育課程の編成、時数確保などを教務主任に指示�

図２　移行措置対応に関して教務主任、進路指導主事（主任）、生徒指導主事（主任）に�
指示していることは何ですか�
＊校長、副校長・教頭のみ回答。自由記述回答を抜粋�

多く見られた回答��
・教育課程の編成　　・授業時数の確保　・道徳教育の充実�
・選択教科の在り方の見直し　・「総合的な学習の時間」の内容の精選�
・年間指導計画（移行内容の確認含む）の作成��
�
その他、具体的な教科等についての回答�
・表現力や発表力を付けるよう、全領域で取り組み、その中で柱となることを作り
上げる�
・先行できるものについては先行実施する�
・理科の時数増とその指導計画、評価規準の作成�
・移行措置についての校内研修の実施�
・時数確保のための学校行事の位置付け�
・保健体育の授業時数の対応　・全面実施を見通しての計画立案�
・履修漏れの無いように　　　　・全体計画との整合性�
・モジュール学習の進め方　　　・特色あるカリキュラムの策定�
�
・新学習指導要領の趣旨を生かしたキャリア教育の推進�
・中・高６年間を見通した進路指導計画の策定�
・体験学習と進路学習の連結　・生徒一人ひとりの進路の保障�
�
・道徳や特別活動を生かした全体計画の作成�
・規範意識の定着　　・基本的生活習慣の定着�

教務主任の�
先生へ�

進路指導主事�
（主任）の先生へ 

生徒指導主事�
（主任）の先生へ 

移
行
措
置
の
取
り
組
み
状
況�

３
年
後
、２
０
１
２（
平
成
２４
）年
の
全
面
実
施
に
向
け
て
、�

各
校
で
は
現
在
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
、ど
の
程
度
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
�

３
月
、小
誌
は
読
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
移
行
措
置
に
関
す
る
取
り
組
み
状
況
と
課
題
を
ま
と
め
た
。
�

� 課
題
整
理
�

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
た
実
態
�

約７割が０９年度分までの全体計画を作成�

図１　移行措置を踏まえた全体計画の作成はどの年度まで行っていますか�
※校長、副校長・教頭のみ回答�

３年後（１２年度）まで立てている　　今年度（０９年度）分まで立てている　　　これから作成する�

18 17

（％）�

65

＊アンケート実施時点（０９年３月）での回答。�
「これから作成」の内訳は、「０８年度中に作成」…７％、「０９年度以降に作成」…１０％�

全
体
計
画
の
作
成
は�

「
１２
年
度
分
ま
で
」
が
2
割�

新
学
習
指
導
要
領
の
解
説
は�

「
す
べ
て
読
ん
だ
」
が
１１
％�
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に
限
る
と
４０
％
が
す
べ
て
読
ん
で
い
る
と
回
答
し
た
。

同
年
７
月
に
発
表
さ
れ
た
新
学
習
指
導
要
領
の
解
説

は
、
９５
％
が
少
な
く
と
も
一
部
は
読
ん
で
い
る
（
図

４
）。
た
だ
、「
す
べ
て
読
ん
だ
」
割
合
は
全
体
で
１１

％
、
校
長
に
限
っ
て
も
２０
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。�

　
内
容
を
ど
の
程
度
理
解
し
て
い
る
の
か
を
尋
ね
た

結
果
が
図
５
、
６
だ
。
移
行
期
間
中
の
各
教
科
等
に

お
け
る
授
業
時
数
の
増
減
に
つ
い
て
は
、「
年
度
ご

と
の
違
い
ま
で
理
解
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合

は
６４
％
、「
０９
年
度
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
」

３４
％
、「
よ
く
知
ら
な
い
」
２
％
だ
っ
た
。
０９
年
度

か
ら
新
学
習
指
導
要
領
に
移
行
す
る
道
徳
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」、
特
別
活
動
の
変
更
点
に
つ
い

て
は
、「
よ
く
理
解
し
て
い
る
」
３６
％
、「
一
部
理
解

し
て
い
る
」
５７
％
、「
よ
く
知
ら
な
い
」
７
％
だ
っ
た
。�

　
数
値
は
省
く
が
、
全
体
的
に
校
長
・
教
頭
な
ど
管

理
職
ほ
ど
理
解
し
て
い
る
度
合
い
が
高
く
、
若
手
教

師
ほ
ど
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

質
問
項
目
は
、
０９
年
２
月
に
各
学
校
に
伝
え
ら
れ
た

「
新
学
習
指
導
要
領
の
先
行
実
施
に
向
け
た
準
備
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」（
＊
）
の
一
部
と
共
通
す
る
。
自

校
の
様
子
と
比
較
し
、
振
り
返
る
き
っ
か
け
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。�

���

　
Ｐ．�
４
図
７
は
、
移
行
期
間
中
に
特
に
対
応
が
必
要

と
思
わ
れ
る
課
題
を
複
数
選
択
式
で
回
答
し
て
も
ら

っ
た
結
果
だ
。
最
も
多
く
の
教
師
が
課
題
と
考
え
て

読者アンケートの実施概要�

調査時期は２００９年３月中旬～下旬、全国の『VIEW２１』中学版読者

モニターに対して、アンケート用紙を郵送にて送付。回答は、ファクス及

びインターネットにて回収。有効回答数は１５３（うち校長は３０）。なお、

図中の値は無回答を除いて再集計している。�

新学習指導要領・解説は�
「一部読んだ」が多数�

図３　新学習指導要領を読みましたか�

全　　体�

図４　新学習指導要領の解説を読みましたか�

全　　体�

すべて読んだ　　　一部読んだ　　　これから読む�

すべて読んだ　　　一部読んだ　　　これから読む�

26

40

2

11 5

20

（％）�

（％）�

72

60

84

80

内容の理解度は�
校長と他教師に差�

図５　各教科等における授業時数の増減を理解していますか�

全　　体�

図６　０９年度から全面実施の総則・道徳・「総合的な学習の�
時間」・特別活動の変更点を理解していますか�

全　　体�

年度ごとの違いまで理解している　　　�
０９年度については理解している　　　よく知らない�

よく理解している　　　一部理解している�
よく知らない�

64 2

87

36 7

63

（％）�

（％）�

34

13

57

37

うち校長�

うち校長�

うち校長�

うち校長�

こ
れ
か
ら
の
課
題
は�

「
教
育
課
程
編
成
」
と
「
学
力
向
上
」�

＊詳細は文部科学省ウェブサイト（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/information/0902251.htm）を参照�

�
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い
る
の
は
「
教
育
課
程
の
編
成
」（
全
体
７４
％
、
校

長
の
み
８３
％
）。
次
に
多
い
の
が
「
学
力
向
上
」（
全

体
５８
％
、
校
長
の
み
５７
％
）
だ
っ
た
。
更
に
「
成
績

下
位
層
へ
の
手
当
て
」「
学
習
習
慣
の
確
立
」
と
生

徒
の
学
力
向
上
に
か
か
わ
る
項
目
が
続
く
。�

　
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
内
容
を
自
由
記
述
形
式
で
回

答
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、�

・
教
育
課
程
の
編
成
に
関
し
て
…
担
当
教
科
の
違
い

に
よ
る
教
師
間
の
授
業
時
数
の
不
均
衡
、
職
員
会

議
や
研
修
、
特
別
活
動
な
ど
の
時
間
の
縮
減
、
学

校
選
択
が
可
能
と
な
っ
た
「
選
択
教
科
」
と
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
配
分�

・
学
力
向
上
、
成
績
下
位
層
へ
の
手
当
て
、
学
習
習

慣
の
確
立
に
関
し
て
…
各
教
科
を
通
じ
た
言
語
能

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
、
家
庭

学
習
の
定
着�

―
―
と
い
っ
た
内
容
が
目
立
っ
た
。�

���

　
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
や
内
容
を
踏
ま
え
た
授

業
の
工
夫
・
改
善
に
つ
い
て
、
教
師
は
ど
の
程
度
関

心
を
寄
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
図
８
の
通
り
、
学

校
全
体
で
一
定
の
関
心
は
あ
り
、
校
長
を
始
め
と
す

る
管
理
職
の
関
心
が
特
に
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
方
、
２０
代
の
教
師
は
「（
関
心
が
）
あ
ま
り
な
い

／
全
く
な
い
」
割
合
が
３
人
に
１
人
お
り
、
関
心
の

低
さ
が
目
立
つ
。
そ
の
理
由
に
は
、「
校
内
で
も
と

り
わ
け
多
忙
」「
指
導
経
験
が
浅
い
た
め
余
裕
が
な

課題は「教育課程編成」「成績下位層を中心とした学力向上」�

図７　移行期間中に、特に対応が必要と思われる課題は何ですか  ＊複数回答�

教育課程の編成�

学力向上�

成績下位層への手当て�

学習習慣の確立�

授業時間の確保�

指導力の向上�

教師間の業務量の平準化�

校務分掌の工夫�

生徒（生活）指導�

成績中位層への手当て�

成績上位層への手当て�

進路指導�

その他�

全体　　　うち校長�

74
83

58
57

54
60

50
67

49
50

42
53

29
37

25
33

10
10

10
13

11
17

10
3

29
37

�

（％）�０� １０� ２０� ３０� ４０� ５０� ６０� ８０� ９０� １００�７０�

全
面
実
施
で
「
学
力
は
上
が
る
」�

と
4
割
強
が
予
測�
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い
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
教
え
る
内
容
が
理
科

や
数
学
を
中
心
に
増
加
し
て
い
る
た
め
、
ベ
テ
ラ
ン

教
師
に
と
っ
て
は
指
導
経
験
が
あ
る
単
元
で
も
、
若

手
教
師
に
は
教
材
研
究
が
必
要
な
も
の
も
あ
る
。
こ

う
し
た
点
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。�

　
研
修
な
ど
が
一
つ
の
対
策
と
考
え
ら
れ
る
が
、
図

９
を
見
る
と
、
移
行
措
置
に
関
す
る
校
内
研
修
や
勉

強
会
は
、
37
％
が
年
度
内
に
複
数
回
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。
図
で
は
紹
介
し
て
い
な
い
が
、
実
施
時
期

は
夏
休
み
が
多
い
よ
う
だ
。�

　
最
後
に
、
全
面
実
施
と
な
る
３
年
後
に
、
生
徒
の

学
力
と
教
師
へ
の
負
担
が
ど
う
変
わ
る
か
を
予
測
し

て
も
ら
っ
た
結
果
を
紹
介
す
る
。
図
１０
の
通
り
、
生

徒
の
学
力
の
定
着
度
は
「
上
が
る
」（
４４
％
）
ま
た

は
「
変
わ
ら
な
い
」（
４８
％
）
と
の
予
測
が
ほ
と
ん

ど
で
、「
下
が
る
」
は
１
％
だ
っ
た
。�

　
教
師
へ
の
負
担
に
つ
い
て
は
図
１１
に
示
し
て
い
る
。

全
員
ま
た
は
一
部
の
教
師
の
負
担
が
高
ま
る
、
と
考

え
る
割
合
が
８０
％
に
達
し
た
。
具
体
的
に
負
担
が
高

ま
る
分
野
・
校
務
分
掌
に
つ
い
て
自
由
記
述
形
式
で

回
答
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
授
業
時
数
が
増
え
る

国
語
、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
教
師
や
、
教
育
課
程

編
成
の
中
心
と
な
る
教
務
主
任
の
負
担
が
高
ま
る
と

い
う
指
摘
が
多
い
。�

　
こ
う
し
た
実
態
や
先
生
の
意
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、

全
面
実
施
に
向
け
て
今
か
ら
検
討
・
実
行
し
て
お
き

た
い
こ
と
は
何
か
。
次
ペ
ー
ジ
以
降
、
３
人
の
校
長

先
生
（
現
職
・
前
職
）
に
よ
る
座
談
会
、
二
つ
の
学

校
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。�

20代教師の3割が�
新課程向けの授業づくりに関心なし�

図８　新学習指導要領の趣旨・内容を踏まえた授業の工夫や�
改善について関心はありますか�

全体�

4割近くが０９年度内に�
校内研修を複数回予定�

図９　０９年度、移行措置に関する校内研修や勉強会の予定は�
ありますか�

全　　体�

学力は「変わらない～上がる」が多数�

図１０　全面実施後の学力の定着度に変化はあると思いますか�

とてもある　　　ややある　　　あまりない　　　全くない�

複数回行う　　　年度内に１度は行う　　�
予定なし　　　　不明�

122 17

62 5

40 9

45 3

1

1

1

11 32 2

全　　体�

�

うち校長�

上がる　　　変わらない　　　下がる　　　その他�

744

34

1

8割が全面実施によって�
「教師の負担が高まる」�

図１１　全面実施後の先生方への負担はどうなると思いますか�

全　　体�

�

うち校長�

ほぼすべての先生の負担が高まる 一部の先生の負担が高まる�
変わらない 一部の先生の負担が減る�
ほぼすべての先生の負担が減る�

131

43

1

（％）�

（％）�

（％）�

（％）�

48

59

49

47 10

18

32

60

32

51

50

55

うち校長�

うち管理職�
（校長以外）�

うち研究主任�

うち20代�

7

＊「不明」が多い理由は、すべての先生を回答対象としており、校内全体
の予定を回答できなかったケースが多いためと考えられる�

37 724
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���

―
―
ま
ず
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
気
に
な
っ
た
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。�

田
中
　
私
が
気
に
な
っ
た
の
は
、
校
長
と
そ
れ
以
外

の
教
師
の
、
新
学
習
指
導
要
領
に
対
す
る
関
心
に
差

が
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
（
Ｐ．�
５
図
８
）。
特
に
、
２０

代
の
若
い
教
師
の
関
心
が
低
い
点
が
気
に
な
り
ま
し

た
。
昔
と
比
べ
て
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
若
手
教
師
を

育
て
よ
う
と
す
る
雰
囲
気
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
が
、

背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 �

谷
合
　
先
生
方
は
忙
し
い
で
す
か
ら
、
新
学
習
指
導

要
領
を
読
む
時
間
を
十
分
に
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
ね
。
私
が
最
も
気
に
な
っ
た
の
は
、
校
長
や
教

頭
が
、
教
務
主
任
に
は
教
育
課
程
の
編
成
な
ど
様
々

な
業
務
を
指
示
し
て
い
る
一
方
で
、
進
路
指
導
主
事

や
生
徒
指
導
主
事
に
は
あ
ま
り
指
示
を
出
し
て
い
な

い
こ
と
で
す
（
Ｐ．�
３
図
２
）。
学
習
指
導
と
生
徒
指
導

は
両
輪
と
と
ら
え
る
べ
き
で
す
。
教
育
課
程
の
編
成

ば
か
り
に
意
識
が
偏
っ
て
い
る
と
し
た
ら
問
題
で
す
。 �

村
松
　
確
か
に
、
授
業
時
数
の
調
整
な
ど
教
育
課
程

を
ど
う
組
む
か
に
は
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
が
、
同
時
に

授
業
の
質
の
向
上
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

意
味
で
、
全
面
実
施
後
の
変
化
に
つ
い
て
、
校
長
の

６
割
近
く
が
「
学
力
の
定
着
度
は
変
わ
ら
な
い
」
と

回
答
し
て
い
る
点
（
Ｐ．�
５
図
１０
）
も
気
に
な
り
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
生
徒
の
学
力
を
向
上
さ
せ

る
好
機
だ
と
、
前
向
き
に
と
ら
え
た
い
で
す
ね
。�

―
―
そ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
校
長
先
生
が
移

行
期
間
の
学
校
経
営
を
考
え
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
何

で
し
ょ
う
か
。 �

谷
合
　
着
眼
点
は
「
教
員
配
置
」「
教
育
課
程
の
仕

組
み
」「
指
導
内
容
」
の
三
つ
に
整
理
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
を
、
授
業
時
数
の
配
当
や
教
師
の
確

保
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
と
、
授
業
内
容
の
変
化
や
指

導
力
向
上
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
両
面
か
ら
考
え
直
す
。

そ
の
た
め
に
、
校
長
は
、
単
年
度
ず
つ
で
は
な
く
４

〜
５
年
先
を
見
通
し
た
学
校
経
営
計
画
を
作
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
人
・
モ
ノ
・
金
」
の
す

べ
て
が
関
係
し
ま
す
。
例
え
ば
、
理
科
の
実
験
器
具

の
予
算
は
複
数
年
度
を
通
し
て
手
当
て
し
な
い
と
な

り
ま
せ
ん
。
２
０
１
２
（
平
成
２４
）
年
度
に
英
語
の

授
業
時
数
が
一
度
に
増
え
る
と
、
対
応
で
き
る
だ
け

の
英
語
の
教
員
数
が
そ
ろ
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
中
心
と
な
る
教
師
が
他
校
に
異
動
す
る
と
、

学
校
経
営
に
支
障
を
来
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
を
ど
う
考
え
て
対
策
を
講
じ
る
の
か
―
―
人
事
面
、

予
算
面
で
、
教
育
委
員
会
に
何
を
具
申
す
る
の
か
、

た
に
あ
い
・
あ
き
お
◎
東
京
都
教
育
委
員
会
主
任
指
導
主
事
、
新
宿
区
立

牛
込
第
三
中
学
校
長
等
を
経
て
現
職
。
元
全
日
本
中
学
校
長
会
生
徒
指
導

部
長
。
学
力
保
障
・
進
路
保
障
を
目
的
に
、
す
べ
て
の
生
徒
の
学
習
到
達
度

を
オ
ー
ル
Ｂ
、
オ
ー
ル
３
以
上
と
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を
実
践
。�

東
京
都
新
宿
区
立
四
谷
中
学
校
校
長�

谷
合
明
雄�

生
徒
、地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
て�

4
〜
5
年
先
を
見
通
し
た
計
画
を�

い
ま
、中
学
校
経
営
に
求
め
ら
れ
る
観
点
は
何
か
。
�

小
誌
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果（
Ｐ．
２
〜
）を
踏
ま
え
た
上
で
、�

移
行
期
間
中
の
課
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、現
職
・
前
職
３
人
の
校
長
先
生
に
う
か
が
っ
た
。
�

経
営
の
視
点
は
3
点�

人
事
・
予
算
、教
育
課
程
、授
業
の
質�

座
談
会
�

校
長
が
考
え
る
、移
行
期
間
中
の
学
校
づ
く
り
�
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あ
ら
か
じ
め
考
え
て
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
校
長
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 �

田
中
　
そ
の
た
め
に
は
、
３
年
後
ま
で
の
具
体
的
な

授
業
時
数
の
増
減
や
指
導
内
容
の
変
更
点
が
自
校
に

及
ぼ
す
影
響
を
、
校
長
自
身
が
き
ち
ん
と
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
そ
の
上
で
必
要
な
授
業

時
数
を
確
保
し
、
教
師
が
元
気
で
い
ら
れ
る
環
境
の

整
備
に
力
を
入
れ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。�

���

―
―
着
眼
点
の
一
つ
目
、
教
員
配
置
に
関
す
る
共
通

の
課
題
に
は
何
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。 �

村
松
　
ど
の
学
校
で
も
苦
慮
す
る
の
が
、
授
業
時
数

が
増
え
る
数
学
・
理
科
・
英
語
の
教
師
不
足
で
し
ょ

う
。
い
わ
ゆ
る
標
準
法
（
＊
）
に
基
づ
き
本
校
の
現

在
の
教
師
数
で
計
算
す
る
と
、
県
か
ら
の
加
配
を
考

慮
し
て
も
、
こ
の
３
教
科
が
週
４
、
５
時
間
ず
つ
不

足
し
ま
す
。 �

田
中
　
奈
良
県
で
は
現
在
で
も
、
講
師
を
含
め
た
教

師
の
確
保
そ
の
も
の
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
授

業
時
数
が
増
え
る
教
科
の
教
師
の
負
担
が
増
え
て
学

校
経
営
に
支
障
を
来
す
だ
け
で
な
く
、
生
徒
と
接
す

る
時
間
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
校
務
分
掌
や
学
級

担
任
を
含
め
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
と
い
っ
て
も
、
限

界
が
あ
り
ま
す
。 �

村
松
　
行
政
に
は
、
ま
ず
は
正
規
教
員
の
配
置
を
お

願
い
し
た
い
の
で
す
が
、
非
常
勤
講
師
に
よ
る
対
応
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
学
校
規
模
や
生
徒
数
の
変
動
な
ど
、

各
校
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
期
待
し

ま
す
し
、
校
長
も
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 �

谷
合
　
既
に
週
２９
コ
マ
で
運
用
し
て
い
る
学
校
は
実

質
３０
コ
マ
に
な
り
、
教
材
研
究
や
研
修
の
時
間
、
休

憩
時
間
が
更
に
減
り
ま
す
。
教
師
の
増
員
が
見
込
め

な
く
て
も
、
現
行
の
枠
組
み
で
教
師
が
働
き
や
す
い

環
境
を
整
え
る
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
校
で
は
、
教
師
ご
と
に
授
業
の
空
き
時
間
に
「
休

憩
」
を
取
ら
せ
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
１６

時
か
ら
一
斉
に
休
憩
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
部
活
指

導
と
重
な
り
形
骸
化
し
が
ち
だ
っ
た
か
ら
で
す
。 �

村
松
　
担
当
教
科
に
よ
っ
て
持
ち
時
数
に
差
が
出
る

点
も
問
題
で
す
。
全
面
実
施
後
は
選
択
教
科
が
事
実

上
無
く
な
り
ま
す
か
ら
、
実
技
系
教
科
の
教
師
の
多

く
は
持
ち
時
数
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
静
岡
県
で
は

既
に
中
学
校
間
で
の
兼
務
辞
令
を
出
す
な
ど
、
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 �

谷
合
　
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
小
学
校
と
中
学
校
と

の
兼
務
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
兼
務
す
る
教
師

が
小
中
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
な
り
、「
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
」
の
解
消
や
生
徒
指
導
や
学
習
指
導
の
一
貫
性
を

図
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。 �

田
中
　
前
任
校
は
単
学
級
の
小
規
模
校
で
し
た
。
全

教
科
の
教
師
が
そ
ろ
う
こ
と
は
な
く
、
講
師
か
免
許

外
教
科
担
当
教
師
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
専
任
で

な
い
教
師
が
担
当
す
る
と
、
教
科
の
ね
ら
い
を
し
っ

か
り
踏
ま
え
た
指
導
が
難
し
く
、
授
業
を
た
だ
消
化

す
る
だ
け
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
は
生
徒
の
学
力

保
障
に
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
新
課
程
の
実
施

に
伴
い
、
こ
の
問
題
は
小
規
模
校
特
有
の
も
の
で
な

む
ら
ま
つ
・
ひ
ろ
し
◎
静
岡
大
教
育
学
部
附
属
浜
松
中
学
校
教
諭
、
磐
田
市

立
磐
田
第
一
中
学
校
教
頭
等
を
経
て
現
職
。
専
門
は
理
科
教
育
と
教
育
評

価
。
全
国
教
育
評
価
調
査
研
究
会
委
員
、
人
間
教
育
研
究
協
議
会
委
員
。

学
校
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
「
い
の
ち
」
を
考
え
さ
せ
る
教
育
を
実
践
。�

静
岡
県
磐
田
市
立
豊
田
南
中
学
校
校
長�

村
松
啓
至�

た
な
か
・
じ
ゅ
ん
い
ち
◎
２
０
０
９
年
３
月
に
定
年
退
職
し
、
同
年
４
月
か
ら

奈
良
県
の
私
立
智
辯
学
園
奈
良
カ
レ
ッ
ジ
講
師
。
校
長
時
代
に
は
、
子
ど

も
・
地
域
の
実
態
か
ら
課
題
を
把
握
し
、
表
現
力
の
向
上
を
柱
に
学
力
向

上
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
徒
の
育
成
を
推
進
。�

前
・
奈
良
県
山
添
村
立
山
添
中
学
校
校
長�

田
中
順
一�

特集�

移行期間の課題と対策�
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か
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く
、
全
国
的
な
傾
向
に
な
る
と
思
い
ま
す
。�

���

―
―
教
育
課
程
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。�

谷
合
　
現
在
、
本
校
で
は
、
１
コ
マ
４５
分
の
週
３０
コ

マ
で
教
育
課
程
を
組
み
、
放
課
後
に
は
補
充
と
探
究

を
中
心
と
し
た
３０
分
の
学
習
活
動
を
週
５
日
行
っ
て

い
ま
す
。
放
課
後
学
習
は
時
数
に
含
め
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
を
授
業
時
数
に
加
え
て
、
更
に
夏
休
み
の

短
縮
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
新
学
習
指
導
要
領
の
年
間

１
０
１
５
時
間
は
確
保
で
き
る
予
定
で
す
。 �

村
松
　
本
校
で
は
、
１
年
を
４
ス
テ
ー
ジ
制
に
し
て

時
間
割
を
組
み
替
え
て
い
ま
す
。
教
師
１
人
が
担
当

す
る
授
業
や
特
別
活
動
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間

（
以
下
、
総
合
学
習
）」
の
指
導
の
コ
マ
数
を
ス
テ
ー

ジ
ご
と
に
変
え
て
、
年
間
で
見
れ
ば
各
教
科
の
授
業

時
数
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
時
間
割

を
組
み
替
え
る
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
学
校
生
活

に
め
り
は
り
が
付
き
、
子
ど
も
個
々
へ
の
指
導
の
充

実
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 �

田
中
　
前
任
校
で
は
、
学
校
行
事
を
見
直
し
た
り
、

始
業
式
の
翌
日
か
ら
授
業
を
行
う
な
ど
し
て
、
９
８

０
時
間
以
上
の
授
業
時
数
を
確
保
し
て
い
ま
し
た
。

工
夫
次
第
で
、
新
学
習
指
導
要
領
で
の
授
業
時
数
は
、

確
保
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 �

村
松
　
私
が
重
視
し
た
い
の
は
「
総
合
学
習
」
の
再

編
で
す
。「
総
合
学
習
」
は
、
学
校
の
特
色
を
出
せ

る
の
み
な
ら
ず
、
生
徒
へ
の
教
育
効
果
も
高
い
取
り

組
み
で
す
。
授
業
時
数
削
減
の
一
方
で
、
内
容
の
精

選
が
ま
す
ま
す
問
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
総
合

学
習
」
で
得
た
も
の
は
何
か
を
見
直
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
各
教
科
で
担
う
部
分
が
出
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 �

谷
合
　
選
択
教
科
の
扱
い
も
大
き
な
課
題
で
す
。
本

校
で
は
、
学
力
差
に
応
じ
た
個
別
指
導
の
時
間
を
選

択
教
科
で
確
保
し
て
き
ま
し
た
。
一
斉
授
業
を
確
保

し
た
上
で
個
別
指
導
を
行
う
方
が
、
教
育
的
効
果
は

高
い
と
見
て
い
る
か
ら
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
確

か
な
学
力
の
向
上
の
た
め
に
選
択
教
科
が
担
っ
て
き

た
部
分
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
代
替
・
補
完
す
る
か
、

各
校
の
実
態
に
応
じ
た
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。�

���

―
―
指
導
内
容
の
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。�

村
松
　
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
は
、
教
科
の
本
質

を
と
ら
え
直
す
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
学
習
の

量
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
内
容
が
系
統
的
に
整
理

さ
れ
た
か
ら
で
す
。
指
導
計
画
を
考
え
る
に
当
た
っ

て
は
、
①
単
元
が
追
加
さ
れ
た
も
の
、
②
部
分
的
に

追
加
さ
れ
た
も
の
、
③
他
学
年
な
ど
に
移
行
す
る
も

の
、
④
年
度
に
よ
っ
て
移
行
内
容
が
異
な
る
も
の
、

を
そ
れ
ぞ
れ
押
さ
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
校
の

先
生
方
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
「
指
導
計
画
の

作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
を
理
解
・
実
践
す
る
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。�

谷
合
　
移
行
措
置
段
階
が
複
雑
な
社
会
科
は
、
注
意

が
必
要
で
す
。
学
年
ご
と
に
３
年
間
を
見
通
し
た
指

導
計
画
を
立
て
て
お
か
な
い
と
、
学
年
に
よ
っ
て
は

未
履
修
の
部
分
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治

体
に
よ
っ
て
は
理
科
の
実
験
器
具
を
複
数
校
で
使
い

回
す
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
は
他
校
と

使
用
時
期
が
重
複
し
な
い
よ
う
、
学
校
間
で
あ
ら
か

じ
め
指
導
計
画
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

村
松
　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
「
習
得
・
活
用
・
探

究
」
の
三
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

学
力
を
基
礎
・
基
本
と
活
用
と
い
う
二
層
で
と
ら
え

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
特
に
「
活
用

す
る
力
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
、
授
業
づ
く
り

を
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
単

に
理
科
の
実
験
を
増
や
せ
ば
生
徒
の
活
用
力
が
つ
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
識
と
知
識
を
統
合
す
る

こ
と
が
活
用
で
あ
り
、
あ
る
学
習
課
題
か
ら
、
更
に

別
の
高
い
次
元
の
課
題
が
出
て
く
る
の
が
「
活
用
」

の
授
業
で
す
。
先
生
方
は
皆
、
教
科
を
通
し
て
生
徒

の
成
長
を
願
っ
て
い
る
は
ず
。
今
ま
で
と
同
じ
方
法

を
続
け
る
の
で
は
な
く
、
授
業
の
質
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
授
業
づ
く
り
の
観
点
を
積
極
的
に
変
え

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 �

谷
合
　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
確
か
に
教
科
内
容

を
系
統
的
に
結
ぶ
タ
テ
糸
が
出
来
ま
し
た
。
た
だ
、

中
学
校
は
教
科
間
の
垣
根
が
高
い
た
め
、
教
科
間
を

つ
な
ぐ
ヨ
コ
糸
は
弱
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
「
電

気
」
は
、
理
科
で
も
技
術
で
も
取
り
扱
う
テ
ー
マ
で

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
と�

選
択
教
科
の
意
義
を
問
い
直
そ
う�

新
課
程
内
容
の
理
解
・
実
践
と�

教
科
を
超
え
た
枠
組
み
作
り
を
推
進�

�
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す
か
ら
、
教
え
る
時
期
や
内
容
を
両
教
科
で
検
討
し

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
指
導
順
を
組
み
替
え

や
す
い
社
会
な
ど
の
教
科
で
は
、
他
教
科
の
指
導
内

容
も
考
慮
し
な
が
ら
関
連
す
る
内
容
を
集
め
た
方
が
、

生
徒
の
理
解
度
は
高
ま
る
も
の
で
す
。
生
徒
を
中
心

に
据
え
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
指
導
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
ま
ず
は
定
期
考
査
の
問
題

を
教
師
全
員
で
検
討
し
合
う
な
ど
、
互
い
の
指
導
内

容
の
理
解
か
ら
始
め
て
み
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 �

田
中
　
前
任
校
で
は
、
全
教
科
の
相
関
図
を
含
め
た

３
年
分
の
全
体
計
画
を
作
り
、
異
教
科
間
で
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
を
続
け
る
と
、
国
語
や
社
会
、
数
学
と
い
っ
た
教

科
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
教
師
自
身
が
考
え
直
す
き

っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。    �

���

―
―
生
徒
を
中
心
に
据
え
る
と
い
う
お
話
が
出
ま
し

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 �

田
中
　
目
の
前
の
生
徒
の
実
態
と
課
題
を
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
、
移
行
期
間
に
す
べ
き
こ
と
が
見
え
て

こ
な
い
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、
地
方
の
小
規
模
校

で
は
、
地
域
特
有
の
諸
課
題
も
乗
り
越
え
た
上
で
、

学
習
意
欲
や
学
習
習
慣
の
向
上
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
前
任
校
の
場
合
、
多
く
の
生
徒
が
人
前

で
話
す
こ
と
が
苦
手
で
し
た
。
そ
こ
で
表
現
力
を
向

上
さ
せ
よ
う
と
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
務

職
も
含
め
た
全
教
職
員
が
皆
の
前
で
ス
ピ
ー
チ
す
る

場
を
週
２
回
設
け
ま
し
た
。
大
き
な
計
画
を
作
り
、

実
行
す
る
に
は
、
全
教
職
員
の
目
的
意
識
が
一
致
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 �

村
松
　
そ
の
取
り
組
み
は
、
小
規
模
校
だ
か
ら
出
来

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の

意
思
疎
通
が
出
来
て
い
て
、
生
徒
と
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
い
る
か
ら
実
現
し
た
の
で
し
ょ
う
。
学
校
教

育
の
基
本
中
の
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
も
、

生
徒
を
中
心
に
し
て
何
を
指
導
す
べ
き
か
、
タ
テ
糸

だ
け
で
な
く
ヨ
コ
糸
も
含
め
た
全
体
計
画
を
練
り
直

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
初
め
か
ら
細
か
く

作
り
込
む
と
負
担
が
大
き
い
た
め
、
教
師
が
実
行
し

た
こ
と
を
そ
の
都

度
、
未
記
入
の
計

画
表
に
書
き
込
ん

で
も
ら
う
よ
う
に

し
ま
し
た
。
１
年

経
て
ば
計
画
が
出

来
上
が
る
と
い
う

構
想
で
す
。
計
画

立
案
が
目
的
で
は

な
く
、
作
り
な
が

ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
て
い
く
の
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
必

ず
、
授
業
づ
く
り

の
レ
ベ
ル
が
上
が

り
ま
す
。 �

谷
合
　
教
師
の
多
忙
感
は
、
目
標
が
見
え
ず
に
働
い

て
い
る
時
に
最
も
感
じ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
本

校
の
教
師
は
「
目
標
を
持
っ
て
、
徹
底
的
に
動
い
て

い
る
時
は
１
日
が
短
く
感
じ
る
」
と
よ
く
言
っ
て
い

ま
す
。
中
期
的
な
計
画
の
達
成
に
向
け
て
、
単
年
度

の
見
え
や
す
い
目
標
を
共
有
す
れ
ば
、
教
師
の
足
並

み
も
そ
ろ
い
や
す
い
も
の
で
す
。
学
問
を
追
究
す
る

基
礎
、
生
き
る
意
欲
の
基
礎
を
養
う
の
が
義
務
教
育

の
役
割
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領

を
土
台
と
し
て
、「
知
・
徳
・
体
」
の
三
つ
が
調
和

し
た
教
育
課
程
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。�

2012年度の全面実施に向けて、校長がすべきこと�

1.教員配置・教育課程の仕組みについて�
■ 授業時数が増える教科の教師不足�

　 →時数確保、担当教科による授業時間の格差改善、�

　 　教師の多忙感減少への工夫を凝らす�

■ 自校の目標や実態に合わせた�

　「総合的な学習の時間」と選択教科のとらえ直し�

2.指導内容について�
①単元が追加されたもの�

②部分的に追加されたもの�

③他の学年などに移行するもの�

④年度によって移行内容が異なるもの�

を全校で理解・実践�

�

�

着手する際の着眼点�

■ ３年後までの具体的な変更点と自校の実態を照らし合わせ、�

　 その影響と対策を検討�

■ ４～５年先を見通した学校経営計画の作成�

■ 手当てが必要な「人・モノ・金」確保への働き掛け�

まず着手したいこと�

教
師
の
足
並
み
が
そ
ろ
う�

「
生
徒
中
心
」
の
目
標
設
定
を�

特集�

移行期間の課題と対策�
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���

　
福
岡
市
郊
外
に
位
置
す
る
福
岡
市
立
梅
林
中
学
校

の
校
区
は
、
４
年
前
に
地
下
鉄
が
開
通
し
て
開
発
が

進
む
一
方
で
、
田
畑
も
残
る
落
ち
着
い
た
土
地
柄
だ
。

た
だ
、
共
働
き
家
庭
が
多
く
、
朝
食
を
食
べ
な
か
っ

た
り
、
何
と
な
く
夜
更
か
し
し
た
り
と
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
が
確
立
し
て
い
な
い
生
徒
が
見
ら
れ
た
。

数
年
前
ま
で
生
徒
の
学
力
は
県
平
均
に
届
く
か
ど
う

か
と
い
う
水
準
で
、
二
極
化
も
進
ん
で
い
た
。�

　
そ
う
し
た
課
題
を
抱
え
て
い
た
折
、
同
校
は
２
０

０
７
年
度
か
ら
２
年
間
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
の
研

究
指
定
を
受
け
、「
学
力
向
上
を
目
指
し
た
特
色
あ

る
教
育
課
程
の
編
成
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

理
科
担
当
の
三
宅
勝
弘
先
生
は
、
研
究
計
画
を
立
て

る
際
に
生
徒
の
抱
え
て
い
る
課
題
や
地
域
性
を
再
整

理
し
て
み
て
、
そ
の
状
況
に
改
め
て
驚
い
た
と
話
す
。�

　「
朝
早
く
起
き
る
、
規
則
正
し
く
食
事
を
取
る
と

い
っ
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
な
い

生
徒
が
大
半
で
し
た
。
ま
ず
生
活
習
慣
を
き
ち
ん
と

付
け
さ
せ
、
学
習
に
向
か
う
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
、

学
力
の
向
上
は
図
れ
な
い
と
考
え
ま
し
た
」�

　
研
究
の
柱
は
二
つ
掲
げ
た
。
一
つ
は
、
基
礎
・
基

本
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
反
復
学
習
な
ど
を
重

視
し
た
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
」
の
導
入
。
も
う
一
つ

は
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
て
取
り
組
む
「
家
庭
学

習
・
生
活
習
慣
の
改
善
・
向
上
」
だ
。�

数学と英語は25分授業でコマ数を増やして、

反復学習で基礎学力の定着を図る�
�

理科の実験は75分授業として、実験の時間

を充実させ理解の定着と深化を目指す�
�

「1ページノート」や「わんぷり」を用いて、毎

日家で机に向かう習慣を付けさせる�

1

2

3

取り組みの3つのポイント�

学
習
と
生
活
上
の
課
題
を�

総
合
的
に
と
ら
え
直
す�

２５
分
と
７５
分
の「
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
」で�

反
復
学
習
と
実
験
の
時
間
を
確
保�

�

座
談
会（
Ｐ．�
６
〜
）で
の
指
摘
の
通
り
、生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
編
成
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。
�

福
岡
市
立
梅
林
中
学
校
で
は
、反
復
学
習
を
中
心
と
し
た
２５
分
授
業
と
、�

理
科
実
験
に
じ
っ
く
り
取
り
組
ま
せ
る
た
め
の
７５
分
授
業
と
い
う
、教
科
特
性
に
合
っ
た
授
業
時
間
を
設
定
し
て
い
る
。
�

福
岡
県
福
岡
市
立
梅
林
中
学
校
�

う
め
ば
や
し
�

学
校
事
例
�

教
育
課
程
編
成
の
工
夫
�

1

◎１９６９（昭和４４）年開校。「勤
労・友愛・創造・自律」の校訓
の下、「梅中人権宣言」をまとめ、
一人ひとりの個性が生きる学
校づくりを目指す。２００７年度
から２年間、福岡市教育委員
会の研究指定を受け、モジュ
ール学習を導入するなど教育
課程の改革に取り組んだ。�

S c h o o l  D a t a

校長◎増川郁子先生　　　生徒数◎３７７人　�

学級数◎１５学級（うち特別支援学級２、院内学級１）�

所在地◎〒８１４-０１４４　福岡市城南区梅林３-６-１�

ＴＥＬ◎０９２-８７１-４１００�

ＵＲＬ◎http://www.fuku-c.ed.jp/schoolhp/jhumebys/
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同
校
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
を
２
パ
タ
ー
ン
設
定

し
た
。
一
つ
は
１
年
生
の
数
学
と
英
語
。
５０
分
授
業

１
コ
マ
分
を
２５
分
２
コ
マ
に
分
割
し
、
週
３
コ
マ
の

授
業
を
通
年
で
週
４
コ
マ
に
増
や
し
た
。
３
年
生
担

任
の
嘉
多
山
貴
子
先
生
は
、
そ
の
理
由
を
こ
う
話
す
。�

　「
本
校
で
は
、
学
習
習
慣
の
定
着
の
た
め
、
以
前

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
手
を
打
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

家
庭
の
協
力
も
必
要
で
、
す
ぐ
に
成
果
が
表
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
思
い
切
っ
た
方
法

で
生
徒
に
刺
激
を
与
え
、
学
習
に
気
持
ち
を
向
け
さ

せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
前
の
授
業
で
習
っ
た
こ
と

を
次
の
授
業
で
は
忘
れ
て
し
ま
う
生
徒
が
い
る
た
め
、

週
３
コ
マ
の
授
業
を
週
４
コ
マ
に
増
や
し
て
授
業
の

間
隔
を
短
く
す
れ
ば
、
前
の
授
業
を
覚
え
て
い
て
学

習
意
欲
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
で
す
」�

　
時
間
割
は
、
１
・
２

組
、
３
・
４
組
そ
れ
ぞ

れ
で
数
学
と
英
語
の
２５

分
授
業
を
組
み
合
わ
せ

た
。
前
半
２５
分
を
終
え

る
と
、
休
み
時
間
を
取

ら
ず
に
数
学
と
英
語
の

教
師
が
隣
の
教
室
と
入

れ
替
わ
る
。�

　「
最
初
は
生
徒
が
騒
々

し
く
て
落
ち
着
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
１
カ
月
も
す
る
と
生
徒
も
教
師
も
こ

の
ス
タ
イ
ル
に
慣
れ
、
普
通
の
授
業
と
同
じ
よ
う
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
嘉
多
山
先
生
）�

　
２５
分
授
業
で
は
、
数
学
は
主
に
練
習
問
題
、
英
語

は
基
本
文
や
単
語
習
得
を
目
的
に
し
た
反
復
学
習
に

取
り
組
む
。
２５
分
と
い
う
短
時
間
で
基
礎
の
定
着
を

徹
底
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
独
自
に
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
ブ

ッ
ク
」
と
い
う
プ
リ
ン
ト
集
を
作
っ
た
（
図
１
）。�

���

　
２
パ
タ
ー
ン
目
は
、
２
年
生
の
数
学
と
理
科
を
組

み
合
わ
せ
て
取
り
入
れ
た
。
理
科
は
、
週
３
コ
マ
の

授
業
を
７５
分
・
５０
分
・
２５
分
に
再
編
。
数
学
は
、
５０

分
１
コ
マ
分
を
２５
分
２
コ
マ
に
分
割
し
た
。
時
間
割

は
、
理
科
の
７５
分
・
２５
分
授
業
と
、
数
学
の
２５
分
授

業
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、
図
２
の
よ
う
に
再
編
し
た
。�

　
理
科
の
授
業
を
７５
分
と
し
た
の
は
、
実
験
に
か
け

る
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
た
め
だ
。
７５
分
あ
れ
ば
、

最
初
に
説
明
、
最
後
に
ま
と
め
を
入
れ
て
も
、
３０
分

程
度
は
実
験
に
専
念
で
き
る
。
三
宅
先
生
は
、
実
験

を
通
し
て
理
科
へ
の
関
心
を
深
め
た
い
と
話
す
。�

　「
５０
分
で
は
、
実
験
を
し
て
も
結
論
が
出
る
前
に

時
間
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
十
分
に
理
解
で
き
ず

に
次
に
進
む
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
７５
分
あ
れ
ば
、
何
と
か
結
論
ま
で
達
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
更
に
、
実
験
の
結
論
だ
け
で
な
く
、

そ
の
結
論
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
も
説
明

で
き
る
。
生
徒
の
意
欲
や
達
成
感
を
高
め
る
た
め
に

重
要
な
体
験
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
生
徒
も
『
実
験
が
楽
し
く
な
っ
た
』
と
言
っ
て

い
ま
す
」�

　
２
年
生
の
理
科
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
は
、
通
年
で

は
な
く
、
実
験
を
主
体
に
し
た
化
学
分
野
の
単
元
の

時
に
７５
分
授
業
を
７
回
取
り
入
れ
る
。
７
回
す
べ
て

を
実
験
に
充
て
る
た
め
、
一
つ
の
単
元
の
中
で
教
え

モジュールブック�図１�

０８年度Ⅱ期　2年4組の時間割�図２�

月曜３限は１コマを半分に分け、数学と理科でそれぞれ２５分授業と
する。水曜２・３限は数学の２５分授業と、理科の７５分授業を組み合
わせる。これにより、数学の授業回数は週４コマとなる�
＊同校では１年間を３期に分けて時間割を運用している�
（Ⅰ期…１０週間　Ⅱ期…１５週間　Ⅲ期…１０週間）�
＊水曜５限には、時数調整が必要な教科が入る�

解説と練習問題がセットになった独自教材。モジュール学習を行う１
年生の数学と英語で作成した�

特集�

移行期間の課題と対策�

２５
分
授
業
を
導
入
し�

数
学
・
英
語
の
頻
度
を
増
や
す�

理
科
実
験
は
７５
分
授
業
と
し�

必
ず
結
論
ま
で
到
達
さ
せ
る�
�

国語�
�

数学�
�

選択�
�

社会�
�

総合�

社会�
�

美術�
�

保体�
�

英語�
�

学活�
�

月 火 水 木 金 �

1

2

3

4

5

6

８：５５�
９：４５�
９：５５�
１０：４５�
１０：５５�
１１：４５�
１１：５５�
１２：４５�
１４：００�
１４：５０�
１５：００�
１５：５０�

時限�

道徳�
�

音楽�
�

数学�
理科
�

国語�
�

英語�
�

社会�

保体�
�

数学�

�
理科�

�
選択�
�

Free

国語�
�

英語�
�

家庭�
�

技術�
�

数学�
�

理科�
�
�
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る
順
序
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い

る
。
一
方
、
２５
分
授
業
で
は
、
小
テ
ス
ト
や
原
子
の

記
号
・
化
学
式
の
反
復
学
習
、
実
験
方
法
や
薬
品
名

な
ど
、
実
験
で
必
要
な
こ
と
を
学
ぶ
場
と
し
て
い
る
。�

　「
２５
分
と
短
い
時
間
で
集
中
し
て
学
べ
る
た
め
、

知
識
の
定
着
度
が
高
く
、
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
実
験
の
予
備
知
識
も
身
に
付
き
、
ス
ム
ー
ズ
に

実
験
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
三
宅
先
生
）�

　
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
を
１
年
間
行
い
、
課
題
も
見
え

て
き
た
。
例
え
ば
理
科
で
は
、
２
年
生
で
行
う
実
験

に
必
要
な
実
験
器
具
の
使
い
方
を
、
１
年
生
の
う
ち

に
教
え
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
２
年
生

で
の
実
験
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
０８
年
度
は
指
導
す
る
内
容
と
時
期
の
整
合
性

が
取
れ
る
よ
う
大
幅
に
見
直
し
た
。�

　
同
校
で
は
、
年
５
回
の
定
期
考
査
前
の
１
週
間
は

全
学
年
で
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
週
間
」
と
し
て
い
る
。
１

日
５０
分
６
コ
マ
を
、
４０
分
７
コ
マ
と
し
て
、
１
日
１

コ
マ
、
週
５
コ
マ
増
え
た
分
を
５
教
科
の
授
業
に
１

コ
マ
ず
つ
割
り
当
て
る
と
い
う
取
り
組
み
だ
。
保
護

者
か
ら
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
で
繰
り
返
し
勉
強
す

る
機
会
が
増
え
た
と
喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。�

���

　
研
究
の
二
つ
目
の
柱
で
あ
る
「
家
庭
学
習
・
生
活

習
慣
の
改
善
・
向
上
」
の
取
り
組
み
で
は
、
１
・
２

年
生
で
「
１
ペ
ー
ジ
ノ
ー
ト
」
を
行
っ
て
い
る
。
毎

日
、
家
庭
で
ノ
ー
ト
１
ペ
ー
ジ
分
以
上
の
学
習
を
し
、

翌
朝
、
担
任
に
提
出
す
る
。
学
習
内
容
は
、
教
科
書

の
練
習
問
題
や
市
販
の
ド
リ
ル
な
ど
何
で
も
よ
い
。

提
出
で
き
な
か
っ
た
生
徒
に
は
昼
休
み
に
取
り
組
ま

せ
、
必
ず
提
出
す
る
よ
う
に
徹
底
し
た
。
３
年
生
に

は
、
漢
字
・
計
算
・
英
単
語
に
順
番
に
取
り
組
む
「
わ

ん
ぷ
り
」
と
い
う
１
ペ
ー
ジ
の
プ
リ
ン
ト
を
毎
日
配

付
し
、
翌
朝
、
学
級
担
任
が
点
検
し
て
い
る
。�

　
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
食
育
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
通
常
は
給
食
だ
が
、
学
期
に
１
回
、
生
徒

が
自
分
で
作
っ
た
弁
当
を
持
参
す
る
「
弁
当
の
日
」

は
そ
の
一
例
だ
。�

　「
生
徒
自
身
の
食
へ
の
関
心
を
高
め
る
の
が
ね
ら

い
で
す
。
た
だ
、
単
に
家
庭
の
協
力
を
仰
い
で
も
う

ま
く
い
か
な
い
と
考
え
、
最
初
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と

し
て
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
」（
三
宅
先
生
）�

　
生
徒
は
弁
当
作
り
の
大
変
さ
を
経
験
し
、
毎
日
食

事
を
作
っ
て
く
れ
る
保
護
者
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
口

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
保
護
者
か
ら
は
「
親
子
の

会
話
の
糸
口
に
な
っ
た
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
る
。�

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、
保
護
者
の
学
校
を
見

る
目
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
だ
と
三
宅
先
生
は
話
す
。�

　「
取
り
組
み
の
成
果
を
保
護
者
も
感
じ
る
よ
う
に

な
り
、
保
護
者
の
間
に
学
校
の
姿
勢
に
賛
同
す
る
雰

囲
気
が
出
来
て
き
た
と
思
い
ま
す
」�

　
成
果
は
生
徒
の
学
力
に
も
表
れ
て
い
る
。
０７
年
度

の
１
年
生
の
学
力
は
入
学
時
点
で
県
平
均
の
プ
ラ
ス

１０
・
８
点
だ
っ
た
が
、
２
年
生
の
４
月
に
は
県
平
均

を
２１
・
７
点
上
回
っ
た
。
嘉
多
山
先
生
は
「
英
語
の

基
本
文
や
単
語
テ
ス
ト
の
時
、
半
分
書
い
て
あ
き
ら

め
て
し
ま
う
よ
う
な
生
徒
が
最
後
ま
で
書
こ
う
と
す

る
態
度
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。�

　
０９
年
度
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
移
行
措
置
に
よ

っ
て
１
年
生
の
数
学
の
授
業
が
週
１
コ
マ
増
え
た
た

め
、
１
年
生
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
は
行
っ
て
い
な
い
。

た
だ
１
年
生
時
に
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
に
慣
れ
親
し
ん

だ
現
３
年
生
の
要
望
に
応
え
、
嘉
多
山
先
生
は
英
語

の
モ
ジ
ュ
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
作
り
続
け
て
い
る
。
基
本

文
や
単
語
が
簡
潔
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
た
め
、
特
に

成
績
下
位
層
に
欠
か
せ
な
い
教
材
に
な
っ
て
い
る
。�

　
２
年
生
の
理
科
と
数
学
で
は
、
０９
年
度
も
モ
ジ
ュ

ー
ル
学
習
を
続
け
て
い
る
。
三
宅
先
生
は
「
２
年
生

で
７５
分
授
業
を
導
入
す
る
と
、
学
力
が
伸
び
や
す
い

こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。
１
年
生
で
座
学
中
心

の
授
業
で
身
に
付
け
た
知
識
を
い
か
に
活
用
す
る
か
、

実
験
を
通
し
て
学
ぶ
２
年
生
で
７５
分
授
業
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
す
」
と
強
調
す
る
。�

　
梅
林
中
学
校
で
は
、
授
業
時
数
の
確
保
と
い
っ
た

目
先
の
課
題
で
は
な
く
、
家
庭
生
活
を
含
め
た
生
徒

の
課
題
を
総
合
的
に
見
つ
め
直
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
教
育
課
程
編
成
の
際
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。�

福
岡
市
立
梅
林
中
学
校�

三
宅
勝
弘
　M

iyake katsuhiro�

理
科
担
当�

福
岡
市
立
梅
林
中
学
校�

嘉
多
山
貴
子
　K

atayam
a Takako�

英
語
科
担
当
、３
学
年
担
任�

生
徒
自
身
が
作
る
「
弁
当
の
日
」
で�

家
庭
の
協
力
を
引
き
出
す�

12［中学版］ 2009 Vol .1＊プロフィールは取材時（０９年４月）のものです�



　
太
田
市
立
城
東
中
学
校
が
「
生
徒
の
学
習
意
欲
を

引
き
出
す
た
め
の
授
業
改
善
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
校

内
研
修
に
力
を
入
れ
始
め
た
の
は
、
２
０
０
６
年
度

の
こ
と
だ
。
以
前
は
生
徒
指
導
が
中
心
テ
ー
マ
だ
っ

た
が
、
校
内
が
落
ち
着
き
、
学
力
向
上
に
指
導
の
重

点
を
移
す
に
当
た
り
、
研
修
方
法
が
課
題
と
な
っ
た
。�

　
課
題
は
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
教
師
が
生
徒
指

導
に
日
々
追
わ
れ
、
研
修
の
た
め
に
ま
と
ま
っ
た
時

間
が
取
れ
な
い
こ
と
だ
。
一
斉
に
一
つ
の
授
業
を
見

て
、
検
討
会
を
開
く
と
い
っ
た
こ
と
は
、
物
理
的
に

も
心
理
的
に
も
負
担
が
重
か
っ
た
。�

　
も
う
一
つ
は
、
校
内
研
修
に
対
す
る
教
師
の
意
識

だ
。
研
修
副
主
任
の
神
部
秀
一
先
生
は
、「
教
師
な

ら
誰
で
も
、
少
し
で
も
授
業
が
う
ま
く
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
多
く
は
研
修
で
他
人
か
ら

厳
し
く
指
導
し
て
欲
し
い
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
普
段
か
ら
他
の
先
生
の
授
業
を
見
た
く
て
も
、

互
い
に
忙
し
い
で
す
か
ら
『
見
せ
て
ほ
し
い
』
と
言

い
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
」
と
言
う
。�

　
従
来
の
研
修
で
は
、
指
導
案
の
作
成
に
膨
大
な
労

力
を
か
け
て
も
、
授
業
力
向
上
に
役
立
っ
た
と
い
う

実
感
を
得
ら
れ
に
く
い
面
も
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

そ
こ
で
０６
年
度
に
始
め
た
の
が
、
空
い
た
時
間
に
気

軽
に
参
加
で
き
、
指
導
案
も
報
告
書
も
必
要
な
い
授

業
公
開
と
授
業
検
討
会
だ
。�

◎１９８６（昭和６１）年開校。
「豊かな人間性」「確かな学
力」「健やかな心と体」を教
育活動方針に掲げる。２００３
年には環境マネジメントシステ
ムの国際規格ＩＳＯ１４００１を取
得。環境教育を推進している。�

S c h o o l  D a t a

校長◎福島一夫先生�

生徒数◎３４８人　学級数◎１０学級（うち特別支援学級１）�

所在地◎〒３７３-００２９　群馬県太田市韮川町１�

ＴＥＬ◎０２７６-２６-０５１１�

ＵＲＬ◎http://www.ota.ed.jp/jyoto-j/

途中の出入りが自由な形で授業公開を実施。

少しの空き時間でも気軽に他の教師の授業

を見学できる�
�

授業検討会は自由参加で約３０分。参加でき

なくても授業の感想メモを出すだけでもよい�
�

特に授業公開日でなくても、授業の参観は自由。

授業を見た感想は「勝手に授業参観」という

メモでフィードバックする�

1

2

3

取り組みの3つのポイント�

指
導
案
も
報
告
書
も
い
ら
な
い�

授
業
公
開
で
参
加
し
や
す
い
研
修
に�

移
行
期
間
中
、授
業
の
質
を
向
上
さ
せ
る
校
内
研
修
の
時
間
を
ど
う
作
り
出
す
か
は
大
き
な
課
題
だ
。
�

太
田
市
立
城
東
中
学
校
が
行
う
授
業
公
開
は
、授
業
内
容
を
簡
単
に
記
し
た
メ
モ
を
配
り
、�

授
業
の
一
部
分
だ
け
を
見
れ
ば
よ
い
と
い
う
、忙
し
い
合
間
に
も
参
加
し
や
す
い
ス
タ
イ
ル
で
行
っ
て
い
る
。
�

� 群
馬
県
太
田
市
立
城
東
中
学
校
�

「
小
さ
な
負
担
で
大
き
な
効
果
」�

を
模
索�

学
校
事
例
�

校
内
研
修
活
性
化
の
工
夫
�

2

か
ん

べ
�
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授
業
公
開
は
教
師
全
員
が
年
１
回
行
う
。
日
程
は

年
度
当
初
に
各
自
、
都
合
の
良
い
時
期
を
指
定
す
る
。

学
校
行
事
が
一
段
落
す
る
１１
月
が
多
い
と
い
う
。
０８

年
度
は
授
業
を
受
け
持
つ
教
師
は
２０
人
だ
っ
た
た
め
、

授
業
公
開
も
２０
回
行
わ
れ
た
。
他
教
科
の
授
業
見
学

は
、
以
前
な
ら
指
導
主
事
の
訪
問
時
く
ら
い
だ
っ
た

が
、
こ
れ
で
大
幅
に
増
え
た
。
ま
た
、
授
業
公
開
の

た
め
の
指
導
案
を
作
る
必
要
は
な
く
、「
導
入
の
部

分
を
見
て
欲
し
い
」
な
ど
と
見
て
欲
し
い
場
面
を
簡

潔
に
「
授
業
公
開
メ
モ
」
と
し
て
ま
と
め
、
公
開
１

週
間
前
か
ら
数
日
前
ま
で
に
配
付
す
る
（
図
１
）。�

　「
本
校
の
授
業
公
開
は
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に

基
づ
い
て
行
う
の
で
は
な
く
、『
こ
れ
を
見
て
欲
し

い
』
と
自
分
の
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
点
を
発
信
す
る
ス

タ
イ
ル
で
す
。

生
徒
を
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ

で
ど
の
よ
う

に
し
て
授
業

に
引
き
込
む

の
か
な
ど
、

公
開
す
る
教

師
自
身
が
工

夫
す
る
き
っ

か
け
に
し
て

欲
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
神
部
先
生
）�

　
同
校
は
１
学
年
に
３
〜
４
学
級
あ
り
、
同
じ
授
業

を
３
〜
４
回
繰
り
返
す
。
授
業
の
あ
る
日
時
・
学
級

を
授
業
公
開
メ
モ
に
記
し
、
い
つ
参
観
し
て
も
よ
い

こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
必
ず
し
も
１
時
限
分
を

最
初
か
ら
最
後
ま
で
見
る
必
要
は
な
い
。
授
業
公
開

メ
モ
で
示
さ
れ
た
５
〜
１５
分
間
だ
け
参
観
す
れ
ば
よ

い
た
め
、
授
業
す
る
側
も
見
る
側
も
負
担
が
軽
い
。�

　
研
修
主
任
の
高
木
則
子
先
生
は
、「
参
観
す
る
側

も
授
業
を
受
け
持
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
見
学
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

授
業
が
あ
っ
て
も
、
生
徒
が
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
時
間
な
ど
を
使
え
ま
す
」
と
説
明
す
る
。�

���

　
授
業
公
開
を
行
っ
た
日
の
放
課
後
に
は
、「
私
の

授
業
、
ど
う
だ
い
？
」
と
い
う
意
味
で
「
授
業
問
題

（
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
ど
う
だ
い
）」
と
呼
ば
れ
る
授
業
検
討

会
を
開
く
。
０７
年
度
か
ら
は
、
教
師
１
人
当
た
り
年

３
回
、
授
業
を
参
観
し
て
検
討
会
に
参
加
す
る
決
ま

り
に
し
た
。
１
回
の
授
業
公
開
を
参
観
す
る
の
は
通

常
４
〜
５
人
で
、
検
討
会
に
集
ま
る
の
も
数
人
程
度
。

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
て
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

３０
分
ほ
ど
意
見
を
交
わ
す
。
堅
苦
し
さ
は
全
く
感
じ

ら
れ
な
い
と
、
神
部
先
生
は
話
す
。�

　「
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
し
て
や
る
気
を
出
さ
せ
る

の
か
、
授
業
に
引
き
込
む
の
か
、
他
の
教
師
の
授
業

は
参
考
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
例
え
ば
、
私
は

教
科
書
を
持
ち
込
ん
で
も
よ
い
小
テ
ス
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
他
の
先
生
の
授
業
を
見
て
取
り

入
れ
た
も
の
で
す
」�

　
指
導
方
法
の
落
と
し
穴
を
発
見
で
き
る
こ
と
も
あ

る
。
例
え
ば
、
社
会
科
担
当
の
教
師
は
次
の
よ
う
な

授
業
を
公
開
し
た
。
生
徒
に
家
に
あ
る
伝
統
的
な
物

（
違
い
棚
な
ど
）
を
写
真
に
撮
ら
せ
、
学
校
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
を
授
業
中

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
取
り
上
げ
た
の
だ
。
検
討
会

に
参
加
し
た
教
師
は
こ
の
手
法
に
興
味
を
持
っ
た
が
、

個
人
情
報
で
あ
る
生
徒
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
管
理

を
ど
う
す
る
か
が
議
論
に
な
っ
た
と
い
う
。�

　
放
課
後
に
予
定
が
あ
り
、
授
業
公
開
当
日
に
検
討

会
を
行
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
２
〜

３
人
分
の
授
業
公
開
が
終
わ
っ
た
後
、
ま
と
め
て
検

討
会
を
開
く
。
授
業
を
見
学
し
た
が
検
討
会
に
は
参

加
で
き
な
い
場
合
は
、
メ
モ
を
書
き
残
し
て
お
く
「
メ

このシートは、Benesse教育研究開発センターの
ウェブサイトから加工可能な形式でダウンロードで
きます。�

http://benesse.jp/berd/
または「ベネッセ　研究」で検索�
HOME＞情報誌ライブラリ（中学校向け）＞「VIEW２１」２００９年�
Vol.１＞特集　事例２　群馬県太田市立城東中学校�

授
業
の
見
せ
場
を�

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
公
開�

気
軽
に
意
見
を
出
し
合
う�

３０
分
の
授
業
検
討
会�

授業公開メモ�図１�

「授業公開します」は、授業者が上半分を記入してコピーを配り、参観者
が下半分に指導で良かった点などを記入。検討会ではこれを持ち寄って
話し合う�
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モ
出
席
」
と
い
う
形
に
し
て
い
る
。
当
初
は
白
紙
に

メ
モ
を
書
い
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
書
き
込
む
ポ
イ

ン
ト
が
ぼ
や
け
る
た
め
、「
授
業
公
開
メ
モ
」
の
フ

ォ
ー
ム
を
改
良
。「
見
つ
け
た
！
○
○
先
生
の
指
導

技
術
」「
こ
れ
、
い
た
だ
き
ま
す
！
」
な
ど
の
項
目

を
設
定
し
、
具
体
的
な
コ
メ
ン
ト
を
記
入
で
き
る
よ

う
に
し
た
（
図
１
）。
書
い
た
メ
モ
は
授
業
を
し
た

教
師
に
渡
し
、
個
別
に
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。�

　「
第
三
者
か
ら
は
、
検
討
会
は
単
な
る
雑
談
に
見

え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
年
や
教
科
の

垣
根
を
越
え
て
、
教
師
が
互
い
に
授
業
を
見
せ
合
い
、

話
し
合
え
る
関
係
を
つ
く
る
大
切
な
場
に
な
っ
て
い

ま
す
」（
高
木
先
生
）�

���

　
０６
年
度
は
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
た
め
の
授
業
方

法
の
工
夫
に
指
導
の
焦
点
を
当
て
た
が
、
０７
年
度
は

そ
の
基
と
な
る
学
習
習
慣
の
定
着
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
過
程
で
学
習
規
律
の
徹
底
が
必
要
だ
と
分
か
り
、

０８
年
度
は
「
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら
着
席
す
る
」「
授

業
道
具
を
用
意
す
る
」「
返
事
を
す
る
」「
提
出
物
の

期
限
を
守
る
」
と
い
っ
た
基
本
的
な
学
習
規
律
の
遵

守
に
力
を
入
れ
た
。�

　
焦
点
を
更
に
絞
る
た
め
、
０８
年
度
は
５
・
９
・
２

月
の
３
回
に
わ
た
り
生
徒
を
対
象
に
独
自
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
（
図
２
）。
９
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
太
田
市
内
の
５
校
の
中
学
校
に
協
力
を
依
頼
し
、

他
校
と
の
比
較
分
析
を
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏

ま
え
、
前
回
と
比
べ
て
落
ち
込
ん
だ
項
目
や
他
校
と

比
較
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
低
い
項
目
を
明
確
に
し
、
授

業
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。�

　「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
『
君
た
ち
に
は
こ
う
い
う
意

識
で
授
業
に
臨
ん
で
欲
し
い
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
込
め
て
い
ま
す
。
０８
年
度
は
教

師
の
み
で
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
共

有
し
ま
し
た
。
０９
年
度
は
、
生
徒

や
保
護
者
に
も
情
報
を
公
開
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
高
木
先
生
）�

　
参
加
し
や
す
い
形
に
し
た
こ
と

で
定
着
し
て
き
た
校
内
研
修
だ
が
、

そ
れ
で
も
生
徒
指
導
に
追
わ
れ
て

な
か
な
か
検
討
会
に
参
加
で
き
な

い
教
師
も
い
る
。
そ
こ
で
、
０７
年

度
か
ら
は
「
勝
手
に
授
業
参
観
」

と
い
う
用
紙
を
用
意
し
た
。
授
業

公
開
日
で
な
く
て
も
自
主
的
に
授
業
を
参
観
し
た
教

師
が
メ
モ
を
記
入
す
る
も
の
だ
。�

　
高
木
先
生
は
、「
い
つ
で
も
授
業
を
参
観
で
き
る

仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
教
師
は
『
授
業
を
見
せ
て
欲
し

い
』
と
言
い
や
す
く
な
る
と
考
え
ま
し
た
」
と
説
明

す
る
。
神
部
先
生
も
、「
教
師
が
自
由
に
教
室
に
出

入
り
で
き
る
環
境
に
し
た
い
と
い
う
考
え
が
根
本
に

あ
り
ま
す
。
生
徒
が
『
い
ろ
い
ろ
な
先
生
が
自
分
た

ち
を
見
て
く
れ
て
い
る
』
と
感
じ
る
こ
と
は
、
生
徒

指
導
に
も
良
い
影
響
が
あ
る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。�

　
移
行
措
置
が
始
ま
り
、
更
な
る
多
忙
化
が
予
想
さ

れ
る
０９
年
度
は
、
比
較
的
時
間
を
取
り
や
す
い
夏
休

み
に
研
修
を
充
実
さ
せ
る
予
定
だ
。
既
に
０７
年
度
か

ら
「
番
外
編
」
と
し
て
、
夏
休
み
中
に
３
〜
４
人
が

模
擬
授
業
を
発
表
す
る
機
会
を
１
日
設
け
て
い
る
が
、

こ
れ
を
０９
年
度
は
４
回
程
度
に
増
や
す
予
定
だ
。
発

表
は
１
回
３
人
で
、
１
人
１５
分
の
発
表
と
１０
分
の
意

見
交
換
を
行
う
方
法
を
考
え
て
い
る
。�

　
同
校
の
校
内
研
修
は
、
誰
も
が
自
主
的
に
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
か
え
っ
て
、
気
負
わ
ず
長
続
き
す
る

研
修
の
実
現
に
結
び
付
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。�

�

太
田
市
立
城
東
中
学
校�

神
部
秀
一　K

anbe S
huichi�

研
修
副
主
任
、国
語
科
担
当
、３
学
年
主
任�

太
田
市
立
城
東
中
学
校�

高
木
則
子
　Takagi N

oriko�

研
修
主
任
、英
語
科
担
当�

授業に関するアンケート�図２�

「授業に関するアンケート」では、生徒に授業態度や意欲について質問
し、授業改善に役立てる。生徒にとっては自己評価の機会にもなる�

よ
り
参
加
し
や
す
い�

研
修
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て�

特集�

移行期間の課題と対策�
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中
学
校
で
は
２
０
１
２
年
度
に
全
面
実
施
と
な
る

新
学
習
指
導
要
領
。
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
「
生

き
る
力
」
を
育
て
る
と
い
う
基
本
理
念
を
引
き
継
ぎ

つ
つ
も
、
教
育
基
本
法
等
の
改
正
、
国
内
外
の
学
力

調
査
の
結
果
、
学
力
低
下
を
懸
念
す
る
世
論
な
ど
を

受
け
、「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
を
強
く
意
識
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。�

　
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
授
業
時
数
、
学
習
内
容

が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
だ
。
授
業
時
数
が
増
え
る
教

科
は
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
保
健
体
育
、

外
国
語
で
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
３
年
間
の

合
計
授
業
時
数
は
、
１
教
科
あ
た
り
３５
〜
１
０
５
時

間
増
と
な
る
。
現
行
に
比
べ
、
各
学
年
と
も
週
当
た

り
１
コ
マ
増
と
な
る
。�

　
学
習
内
容
に
つ
い
て
も
充
実
が
図
ら
れ
、
前
回
の

改
訂
で
削
除
さ
れ
た
り
、
上
の
学
年
で
教
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
単
元
が
戻
さ
れ
た
（
図
１
）。�

　
こ
れ
に
対
し
、「
選
択
教
科
等
」
は
枠
組
み
そ
の

も
の
が
無
く
な
り
、
標
準
授
業
時
数
の
枠
外
で
開
設

可
能
と
な
る
。「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
以
下
、

総
合
学
習
）」
は
標
準
時
数
の
上
限
が
減
る
。
全
体

と
し
て
必
修
教
科
の
割
合
が
増
え
、
中
学
校
教
育
と

し
て
の
共
通
性
が
高
ま
っ
た
と
言
え
る
。�

　
具
体
的
な
指
導
に
関
し
て
は
、
教
科
を
超
え
て
「
言

語
活
動
の
充
実
」
が
強
調
さ
れ
た
他
、
学
習
の
基
本

サ
イ
ク
ル
と
し
て
、「
習
得
」「
活
用
」「
探
究
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。�

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
＊
）

の
調
査
結
果
か
ら
も
、
日
本
の
子
ど
も
は
既
習
の
知

識
を
使
い
こ
な
す
力
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
習
得
し
た
学
習
内
容
を
「
活
用
」

「
探
究
」
に
結
び
付
け
る
活
動
を
、
授
業
の
中
で
ど

の
よ
う
に
実
現
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。�

　
更
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
て
は
、
各
教
科
に

お
け
る
系
統
性
を
重
視
し
な
が
ら
複
数
の
学
年
で
繰

り
返
し
同
じ
内
容
を
学
ぶ
「
反
復
」
や
、
小
学
校
や

高
校
と
の
接
続
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。�

新
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
と�

全
面
実
施
ま
で
の
動
き�

移
行
措
置
対
応
を
進
め
る
上
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
、新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
特
徴
と
、�

全
面
実
施
ま
で
の
今
後
３
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
通
し
を
ま
と
め
た
。
�

資
料
�

再
確
認
―
―
新
学
習
指
導
要
領
の
移
行
措
置
�

新
学
習
指
導
要
領
の
特
徴�

「
確
か
な
学
力
」
定
着
の
た
め
、�

授
業
時
数
、学
習
内
容
が
増
加�

1

＊経済協力開発機構（OECD）が実施する、１５歳児（日本では高校１年生）を対象とした国際的な学習到達度調査。２０００年に第１回の本調査を行い、以後３年ごとに実施。
０７年１２月に結果が発表された０６年調査は第３回。第１回は読解力、第２回は数学的リテラシー、第３回は科学的リテラシーを重点的に調べている�
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学習指導要領の改訂のポイント�図１�

・言語力育成の中核を担う教科として、生活や学習に必要な能力を身に付けるため、批評、評論、論説などの言語活動を充実（言
語活動例を｢内容の取扱い｣から｢内容｣に格上げし､記述の具体化）�
・取材、構成などの指導事項を新たに定め、指導のプロセスをより明確化�
・我が国の言語文化に親しむことができるよう、古典の指導を重視するとともに、近代以降の代表的な作家の作品を取り上げること�
�
・日本の諸地域及び世界の諸地域の地誌学習を充実�
・我が国の歴史の大きな流れの理解を重視して、学習指導要領の規定の仕方を見直すとともに、近現代に関する学習を充実�
・法や政治、経済などの基本的な概念・基本的な考え方についての指導を充実するとともに、それらの概念を活用して、課題を追
究する学習を充実�
・様々な伝統や文化、宗教に関する学習を充実�
�
・基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着のため、発達や学年の段階に応じた反復（スパイラル）による指導を充実（小・中
学校で指導内容を一部重複させるなど）�
・国際的な通用性、内容の系統性の確保や小・中学校の学習の円滑な接続等の観点から、必要な指導内容を充実（「資料の活
用」を新設し、統計に関する指導を充実など）�
・知識・技能を活用する力を育成し、学ぶことの意義や有用性を実感できるよう、既習の数学を基にして数や図形の性質を見いだ
す活動などの「数学的活動」を指導内容として学習指導要領に規定�
�
・基礎的・基本的な知識・技能の定着のため、科学の基本的な見方や概念（｢エネルギー｣､｢ 粒子｣､｢ 生命｣､｢ 地球」）を柱に、
小・中学校を通じた内容の一貫性を重視�
・国際的な通用性、内容の系統性の確保等の観点から、必要な指導内容を充実（「イオン」、「遺伝の規則性」、「進化」等）�
・科学的な思考力・表現力等の育成の観点から、観察・実験の結果を分析し解釈する学習活動、科学的な概念を使用して考えた
り説明したりするなどの学習活動等を充実�
・科学を学ぶことの意義や有用性の実感及び科学への関心を高める観点から、日常生活や社会との関連を重視し改善�
�
・表現活動及び鑑賞活動において共通に必要となる能力を示した〔共通事項〕を新設�
・民謡、長唄など我が国の伝統的な歌唱の指導を重視するなど邦楽の指導を充実�
・歌唱教材について、「赤とんぼ」、「荒城の月」など我が国で親しまれてきた曲を具体的に規定�
�
・指導内容を育成すべき資質や能力ごとに整理�
・表現活動及び鑑賞活動において共通に必要となる能力を示した〔共通事項〕を新設�
・我が国の美術文化に関する鑑賞指導を充実�
�
・ものづくり教育の充実や持続可能な社会の構築等に対応する観点から、エネルギー変換や生物育成等に関する学習を必修化。
技術を適切に評価・活用するための指導事項を新設�
・情報化の進展に対応する観点から、著作権の保護等の情報モラルに関する学習を充実。ディジタル作品の設計・製作に関する
学習を必修化�
・少子高齢化等に対応する観点から、家族と家庭に関する教育を一層充実�
・食育の推進の観点から、食事の役割や調理に関する内容を一層充実�
�
・発達の段階に応じた指導内容の明確化・体系化�
・第１学年及び第２学年を通じて、選択であった「武道」と「ダンス」を含めて、すべての運動領域を必修化�
・自然災害に伴う傷害の防止や医薬品についての指導を充実�
�
・聞く･話す･読む･書くを総合的に行う学習活動を充実（現行は、聞く・話すに重点）�
・語数を１２００語程度に増加（現行は、９００語程度まで）�
�
・道徳教育は、道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであることを明確化�
・より効果的な教育を行う観点から、発達の段階に応じて指導の重点を明確化�
・各教科等で、それぞれの特質に応じて道徳の内容を適切に指導することを明確化�
・道徳教育の推進を主に担当する教師を中心に、全教師が協力して道徳教育を展開することを明確化�
・先人の生き方、自然、伝統と文化、スポーツなど、児童生徒が感動を覚える魅力的な教材の活用�
・道徳性の育成に資する体験活動を推進（職場体験活動等）�
�
・総合的な学習の時間においては、教科の枠を超えた横断的・総合的な学習、探究的な学習を行うものであることをより明確化�
・職業や自己の将来に関する学習活動を例示として追加�
・総合的な学習の時間の教育課程における位置付けを明確化し、その指導を充実（総則から取り出し、新たに章立て）�

国語�

社会�

数学�

理科�

音楽�

美術�

技術・�
家庭�

保健�
体育�

外国語�

道徳�

総合的�
な学習�
の時間�

※２００８年２月１５日時点の文部科学省「各教科等の改訂案のポイント」より引用・抜粋�

特集�

移行期間の課題と対策�
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中
学
校
で
は
今
後
３
年
間
を
か
け
て
、
新
学
習
指

導
要
領
の
全
面
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
な
る
。
可
能
な
部
分
に
つ
い
て
は
０９
年
度
か

ら
前
倒
し
で
実
施
す
る
こ
と
が
基
本
方
針
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
３
年
間
、
図
２
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
移
行
措
置
は
進
ん
で
い
く
。�

①
総
則
・
道
徳
等
は
０９
年
度
か
ら
先
行
実
施�

　
総
則
、
教
科
書
の
い
ら
な
い
道
徳
、「
総
合
学
習
」、

特
別
活
動
に
つ
い
て
は
直
ち
に
実
施
が
可
能
。
総
則

に
は
初
め
て
部
活
動
へ
の
言
及
が
盛
り
込
ま
れ
た
。�

②
数
学
、
理
科
は
補
助
教
材
を
使
っ
て
先
行
実
施�

　
系
統
性
の
高
い
数
学
及
び
理
科
に
つ
い
て
は
、
新

課
程
に
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
移
行
措
置
期
間

中
か
ら
補
助
教
材
を
用
い
て
、
新
学
習
指
導
要
領
の

内
容
の
一
部
を
先
行
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
数
学
・
理
科
に
つ
い
て
は
段
階
的
に
時

数
増
が
行
わ
れ
、
数
学
は
１０
年
度
か
ら
、
理
科
は
１１

年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
と
同
じ
時
数
で
実
施
と

し
て
い
る
。�

③
そ
の
他
の
教
科
も
学
校
独
自
に
前
倒
し
が
可
能�

　
そ
の
他
の
各
教
科
に
つ
い
て
は
、
各
校
の
判
断
に

よ
り
、
移
行
期
間
中
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
に
準
じ

た
指
導
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。�

　
移
行
措
置
期
間
の
標
準
授
業
時
数
は
図
３
の
通
り

だ
。
数
学
・
理
科
は
指
導
内
容
・
授
業
時
数
が
増
加
、

そ
の
分
、
選
択
教
科
等
の
時
数
が
減
少
す
る
。
そ
の

た
め
、
一
学
年
当
た
り
の
総
授
業
時
数
は
現
行
通
り

の
９
８
０
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
の
帯
時

間
を
使
っ
て
実
施
さ
れ
る
ド
リ
ル
学
習
な
ど
も
、
評

価
等
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
授
業
時

数
に
含
め
る
こ
と
が
可
能
と
し
て
い
る
。�

　
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
P.�
２
〜
）
や
座
談
会

（
P.�
６
〜
）
で
も
触
れ
て
い
る
通
り
、
０９
年
度
は
新

学
習
指
導
要
領
の
内
容
や
移
行
措
置
の
動
き
に
関
す

る
校
内
の
温
度
差
を
急
ぎ
解
消
し
、
全
面
実
施
を
見

据
え
た
指
導
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
時

に
、
校
長
先
生
を
旗
振
り
役
に
、
全
校
一
丸
と
な
っ

て
生
徒
に
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る
努
力

と
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。�

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度�

小学校６年生で移行措
置を経験した新入生が
入学�

２０１０年度入試（２０１０
年１～２月実施）について、
先行実施の領域は出題
範囲に含まれる�

２０１１年度入試（２０１１
年１～２月実施）について、
先行実施の領域は出題
範囲に含まれる�

小学校５年生から移行
措置を経験した新入生
が入学�

小学校で全面実施を１
年間経験した新入生が
入学�

新課程に対応した�
高校入試�

新学習指導要領準拠�
教科書使用開始�

新学習指導要領実施の�
動き�

教科書・補助教材�

小学校との接続�

高校との接続�

移
行
措
置
期
間
の
動
き�

総
則
等
は
先
行
実
施
、�

選
択
教
科
は
削
減�

2

＊編集部作成�

全面実施�
先行実施�

数学、理科�
総則等�

移行措置用「補助教材」配布�
 新学習指導要領準拠 新学習指導要領準拠�
 教科書検定 教科書採択�

新学習指導要領全面実施までの流れ�図２�

移
行
措
置
に
関
す
る
情
報
は
、文
部
科
学
省
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
他
、各
教
育
委
員
会

か
ら
も
説
明
会
や
研
修
の
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
る�

◎
文
部
科
学
省
　
新
し
い
学
習
指
導
要
領�

h
ttp

://w
w

w
.m

ext.g
o

.jp
/a_m

en
u

/sh
o

to
u

/

n
ew

-cs/in
d

ex.h
tm
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◎2009年度【移行期間】�

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 外国語 道徳 合計�

140 105 140 105 45 45 90 70 105 35 35 0～15 50～65 980
 （4） （3） （4） （3） （1.3）（1.3）（2.6） （2） （3） （1） （1） （0～0.4） （1.4～1.9） （28）

105 105 105 105 35 35 90 70 105 35 35 50～85 70～105 980
（3） （3） （3） （3） （1） （1） （2.6） （2） （3） （1） （1） （1.4～2.4） （2～3） （28）�

105 85 105 105 35 35 90 35 105 35 35 80～140 70～130 980
 （3） （2.4）（3） （3） （1） （1） （2.6） （1） （3） （1） （1） （2.3～4） （2～3.7） （28）

350 295 350 315 115 115 270 175 315 105 105 130～240 190～300 2940

保健�
体育�

特別�
活動�

選択�
教科等�

総合的な�
学習の時間�

技術・�
家庭 �

1

2

3

計�

◎2010年度【移行期間】�

140 105 140 105 45 45 90 70 105 35 35 0～15 50～65 980
（4） （3） （4） （3） （1.3）（1.3）（2.6） （2） （3） （1） （1） （0～0.4）（1.4～1.9）（28）�

105 105 105 140 35 35 90 70 105 35 35 15～50 70～105 980
（3） （3） （3） （4） （1） （1） （2.6） （2） （3） （1） （1）（0.4～1.4）（2～3） （28）�

105 85 140 105 35 35 90 35 105 35 35 45～105 70～130 980
（3） （2.4） （4） （3） （1） （1） （2.6） （1） （3） （1） （1） （1.3～3）（2～3.7） （28）�

350 295 385 350 115 115 270 175 315 105 105 60～170 190～300 2940

1

2

3

計�

◎2011年度【移行期間】�

140 105 140 105 45 45 90 70 105 35 35 0～15 50～65 980
（4） （3） （4） （3） （1.3）（1.3）（2.6） （2） （3） （1） （1） （0～0.4）（1.4～1.9）（28）

105 105 105 140 35 35 90 70 105 35 35 15～50 70～105 980
（3） （3） （3） （4） （1） （1）（2.6） （2） （3） （1） （1）（0.4～1.4） （2～3） （28）�

105 85 140 140 35 35 90 35 105 35 35 10～70 70～130 980
（3） （2.4） （4） （4） （1） （1）（2.6） （1） （3） （1） （1） （0.3～2） （2～3.7） （28）�

350 295 385 385 115 115 270 175 315 105 105 25～135 190～300 2940

1

2

3

計�

◎2012年度以降【全面実施】�

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 外国語 道徳 合計�

140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015 
（4） （3） （4） （3） （1.3）（1.3） （3） （2） （4） （1） （1） （1.4） （29）

140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 70 1015 
（4） （3） （3） （4） （1） （1） （3） （2） （4） （1） （1） （2） （29）

105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 1015 
（3） （4） （4） （4） （1） （1） （3） （1） （4） （1） （1） （2） （29）

385 350 385 385 115 115 315 175 420 105 105 190 3045 

保健�
体育�

特別�
活動�

総合的な�
学習の時間�

技術・�
家庭 �

1

2

3

計�

学
年�

学
年�

学
年�

学
年�

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 外国語 道徳 合計�保健�
体育�

特別�
活動�

選択�
教科等�

総合的な�
学習の時間�

技術・�
家庭 �

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 外国語 道徳 合計�保健�
体育�

特別�
活動�

選択�
教科等�

総合的な�
学習の時間�

技術・�
家庭 �

２０１２（平成２４）年度【全面実施】までの中学校の標準授業時数�図３�

※（　）内は週当たりのコマ数。背景色がある部分は、２００８（平成２０）年度までと異なる個所�

※（　）内は週当たりのコマ数。背景色がある部分は、移行期間と異なる個所�

出典：『移行期間中の小・中学校の授業時数』文部科学省ウェブサイト�

特集�

移行期間の課題と対策�
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本コーナーで紹介している
調査結果の詳細は

ウェブサイトでご覧いただけます

httphttp://benesse.jpbenesse.jp/berdberd/
→HOME＞調査・研究データ

◎携帯電話の所有率（＊1）は、
中学生全体で47.8％。学年別に
見ると、１年生40.4％、2年生
49.0％、３年生55.2％と学年が
上がるにつれて所有率が増える。
男女別では、女子の方が男子より
も高く、3年生女子の所有率は
65.2％と3人に2人が持っている
ことになる。
　所有率は地域規模（＊2）によっ
て大きな開きがある。大都市では
71.3％、中都市では42.7％、郡
部では33.4％と、大都市に住む中
学生の高さが目立つ。

＊１「自分専用の携帯電話を持ってい
る」と「家族と一緒に使う携帯電話を持
っている」の合計
＊２「大都市」は東京23区内、「中都
市」は人口密度が中程度で人口規模が
20～30万人程度の地方中規模都市、
「郡部」は人口密度が低く人口規模が1
～5万人程度の町村部、としている

◎携帯電話を持つ中学生の85.9%
が、友だちに1日1回以上（＊1）
メールを送っている。「友だちに
電話をかける」は４割弱で、「友
だちとは電話よりもメール」とい
う傾向が見て取れる。
　友だちに送るメールの頻度を見
ると、１日11～20回送る割合が
13.4％、21回以上が32.8％。メ
ールを送るだけでなく受け取るメ
ールの回数を考慮すると、かなり
の時間をメールの送受信に費やし
ている様子がうかがえる。

＊「自分専用の携帯電話を持っている」
「家族と一緒に使う携帯電話を持ってい
る」と回答した人のみ対象
＊１「1日1回以上」＝1日「1～2回」
「3～5回」「6～10回」「11～20回」
「21～30回」「31～50回」「51～100
回」「101回以上」の合計

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

（％）
80604020 100

（％）

（％）

0

携
帯
電
話
を
介
し
た
い
じ
め
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
子
ど
も
が
後
を
絶
た
な
い
。
中
学
生
の
所
有
率
は
５
割
近
く
に
達
し
、

単
に
持
た
せ
な
い
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
と
い
っ
た
対
応
で
は
抜
本
的
解
決
に
は
至
ら
な
い
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
携
帯
電
話
を
「
ど
の
よ
う
な
意
識
」
で
「
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
」
の
か
、
そ
の
実
態
を
紹
介
す
る
。

所有率は女子が高く、地域差が大きい1

友だちとは「電話」より「メール」2

携帯電話の所有率（学年別・男女別）

携帯電話の所有率（中学生・地域別）

メール・電話の利用頻度
（中学生・1日1回以上行っている割合）

友だちにメールを送る頻度
（中学生・1日1回当たり）

85.9

38.7

56.5

52.5

友だちにメールを送ること

友だちに電話をかけること

家族に電話をかけること

家族にメールを送ること

6～10回　14.9%

３～５回　14.5%

１～２回　10.3%

所有者の３割が
１日２１回以上、
友だちにメール

ほとんど使わない　12.3%

21回以上　32.8%

無答不明　1.7%

1年生  65.9
2年生  75.5
3年生  73.3

1年生  31.7
2年生  44.9
3年生  52.6

1年生  26.4
2年生  33.7
3年生  41.3

中学生 47.8％

高校生 92.3％49.5
56.6

65.2

94.2
93.7

31.3
42.0

45.6

87.9
93.6

女子全体 男子

中学1年生 中学2年生 中学3年生 高校1年生 高校2年生

71.3

42.7
33.4

11～20回　13.4%

郡部中都市大都市

40.4 49.0 55.2 91.3 93.7

携
帯
電
話
の
利
用
実
態

子どもと
教育

第　1　回　

ベネッセ
の

データ
でみる

本コーナーで紹介している
調査結果の詳細は

ウェブサイトでご覧いただけます

httphttp://benesse.jpbenesse.jp/berdberd/
→HOME＞調査・研究データ
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◎携帯電話やパソコンを使ったブ
ログや掲示板、プロフの利用率を
見ると、最も多いのが「ブログや
掲示板を読む」（３～５割）。次
いで多いのが「プロフを読む」
（１～４割）。全体的に、「読
む」方が「書き込む」よりもよく
行われている。
　学年が上がるにつれてそれぞれ
の利用率も高くなっていくが、携
帯電話の所有率自体が増えていく
（　 ）ことが背景にあると思われ
る。

＊「あなたは、次のようなことをするこ
とがありますか」という設問に対して、
「しない」「パソコンだけでする」「携
帯電話だけでする」「パソコンと携帯電
話の両方でする」「分からない」の５択
で回答。数値は「パソコンだけでする」
「携帯電話だけでする」「パソコンと携
帯電話の両方でする」の合計

◎使い方のルール（約束事）を保
護者と「決めている」中学生は、
携帯電話所有者の約４割で、「決
めていない」割合の方が多い。
　自分が携帯電話をどのように使
っているか、保護者が「知ってい
ると思う」子どもほど、携帯電話
の利用マナーが良い、またはめり
はりのある使い方をしている傾向
が見られる。例えば、「勉強中は
使わない」は、保護者が利用状況
を「知っていると思う」子どもの
65.3％が気を付けているが、「知
らないと思う」子どもの場合は
50.7％と開きがある。

＊「自分専用の携帯電話を持っている」
「家族と一緒に使う携帯電話を持ってい
る」と回答した人のみ対象
＊「気にしていること」の値は「とても
気にしている」「まあ気にしている」の
合計

（％）
1006050403020100
（％）

（％） （％）806040200

全体 携帯電話の使い方についての親の認知別

＞

＞

＞

＞

＞

よく
知っている
と思う　
31.1%

1

３年生の半数以上がブログや掲示板を読む3

保護者の目を意識する生徒ほど使い方に気を配る4

携帯電話の使い方についての
保護者とのルールの有無
（中学生）

携帯電話の使い方についての
保護者の認知（中学生）

携帯電話の利用で気にしていること（中学生）

ブログ・掲示板やプロフの利用率（中学生・携帯電話＋パソコン）

ブログや
掲示板を読む

プロフを読む

友だちの
ブログや
掲示板に

書き込みをする

自分のブログや
掲示板を作る

知らない人の
ブログや
掲示板に

書き込みをする

自分の
プロフを作る

33.4

53.4
45.2

10.0

21.5
15.6

7.3

24.2
17.3

6.3

18.7
13.0

15.0

37.9
29.1

14.0

33.9
26.3

学年が
上がるにつれて
大幅に増加

1年生

2年生

3年生

知らない人からの
電話に出ない

　禁止されている
場所では電源を切る

　　携帯電話を
使いすぎない

　
勉強中は使わない

友だちといる時は
携帯電話に出ない

知っていると
思う

知らないと
思う

親が自分の携
帯電話の使い
方を「知って
いる」と思う
子どもの方が、
携帯電話の使
い方に気を配
っている

68.180.877.4

76.3

73.7

61.8

30.5

66.879.7

59.878.2

50.765.3

22.933.0

ルールを
「決めていない」
が5割超

無答不明　1.3%

あまり知らないと思う　15.9%

まあ知っている
と思う　46.0%

まったく知らないと思う　5.7%決めていない　55.4%

決めているが
守れていない　
8.8%

決めていて
守っている
34.3%

無答不明　1.5%

http: benesse.jp berd
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＊「自分専用の携帯電話を持っている」
「家族と一緒に使う携帯電話を持ってい
る」と回答した人のみ対象
＊グラフの値は「とてもそう」「まあそ
う」の合計

◎いくつかのコミュニケーション
の場面を設定し、最もよく使うと
思う方法を尋ねた。友だちを遊び
に誘う場合、相手が親しい友だち
の場合は4割強が「直接話す」、
3割弱が「メールを送る」と回
答。あまり親しくない場合は「直
接話す」「電話で話す」割合が減
り、「その他の方法」が増える。
　「好きな人に告白する」「相手
に対する不満を伝える」「親に謝
る」はいずれも「直接話す」が最
も多く、場面に応じて手段を使い
分けているようだ。
　ただ、図示はしていないが、携
帯電話を持つ子どもの方が、持た
ない場合よりも全体的に「直接話
す」割合が低い傾向にある。

◎携帯電話を持つ中学生の9割近
くが「携帯電話を使うのが楽し
い」と感じ、3人に2人が「必要な
情報を調べることが出来て便利」
と思っている。一方、7割が「知
らない人とやりとりするのは怖
い」とも感じている。
　メールについては、約7割が
「メールが来たらすぐに返事を出
す」と答え、「絵文字は気持ちを
伝えるのに欠かせない」「直接話
すよりもメールの方が気持ちを伝
えやすい」と思う割合も4～6割
いる。「ケータイ世代」のコミュ
ニケーション感覚の一端が垣間見
える。

（％）
90 10080706050403020100

（％）
90 10080706050403020100

楽しく便利でも「知らない人とのやりとりは怖い」5

「対面」と「ケータイ」をＴＰＯで使い分け？6

携帯電話の利用についての意識（中学生）

コミュニケーション手段の選択（中学生）

85.9

71.8

71.3

65.8

59.5

41.5

41.1

36.2

34.7

33.0

携帯電話を使うのが
楽しい

携帯電話で知らない人と
やりとりをするのは怖い

あまり親しくない
友だちを
遊びに誘う

親しい友だちを
遊びに誘う

好きな人に
告白する

相手に対する
不満を伝える

親に謝る

メールが来たら
すぐに返事を出す

携帯電話はいつでも
必要な情報を調べることが

出来て便利だと思う
絵文字は気持ちを伝えるのに

欠かせない
直接話すよりもメールの方が

気持ちを伝えやすい
携帯電話が

いつも手元にないと不安だ
携帯電話のおかげで

友だちが増えた
携帯電話を使っていると

時間を忘れる
電話やメールが

１日に一つも来ないと悲しい

「楽しさ」と
「利便性」を
強く感じている

無答不明　2.0

手紙を書く　2.4
その他の
方法を使う
13.2

電話で話す電話で話す　
16.916.9
電話で話す　
16.9

メールを送る　
29.0

直接話す　
36.6

43.7 24.124.124.1 28.7

50.0 19.0 8.4 14.4 4.63.53.5

53.4 5.15.1 19.7 5.3 14.0

82.2 6.2 6.6

1.2

0.5 1.3

1.7

1.8 2.2

2.5

3.5

自分の感情を強く伝える必要を感じる場面では「直接話す」が多い

22［中学版］ 2009 Vol .1



「子どものＩＣＴ利用実態調査」Benesse教育研究開発センター
調査時期は2008年９～11月、調査対象は公立学校の小学４年生～高校
２年生で、有効回答数は合計10,267人（うち中学生は3,298人）。抽出
法は市区町村の人口規模及び人口密度を考慮した有意抽出法。

　中学生の携帯電話の所有率は５割弱だが、高校生の

所有率（P.20　）を見ても分かる通り、たとえ今は

持っていなくても、近い将来、進学などを機会に多く

の子どもが携帯電話を持つ可能性は高い。現在、99%

の中学校で携帯電話の持ち込みを禁止している（＊）

が、これだけでは携帯電話を介したいじめや犯罪とい

った問題の抜本的解決にはつながらない。むしろ、生

徒自身が「こういう使い方は危険だな、してはいけな

いな」「今日はそろそろケータイをやめて勉強しよ

う」などと携帯電話の使い方を自発的にコントロール

できるように導くことが重要ではないだろうか。

　中学生は、周囲から離れ、心理的な自立に向けた準

備を進める思春期に当たる。友人関係を中心に社会性

を育む時期でもある。携帯電話についても、ルールを

一方的に伝えて守らせるだけでは、反発したり、隠れ

て危険な使い方をしたりすることもあるだろう。携帯

電話は「究極のパーソナルツール」とも言われる。か

つては別の方法で行われていた友人とのコミュニケー

ションや自己PRの手段が、今は「ケータイ」という

ツールに凝縮されている。善悪は別にして、頻繁なメ

ールのやりとりは、友だちとのコミュニケーション願

望の自然な表れと考えることも出来る。

　そうした中、学校や保護者が果たすべき役割は非常

に大きい。実際、保護者の目を意識する生徒ほど、携

帯電話の利用マナーに気を配る（P.21　 ）など、大人

がかかわることで良い影響を及ぼすようだ。

　携帯電話の使用・不使用の判断や使い方は、下校後

の過ごし方や保護者の教育方針など、子どもの状況

によって異なる。一律の指導ではなく、目の前の子ど

も一人ひとりに合わせた対応が求められている。教師

や保護者は、問題が発生した場合や話し合いの必要性

を感じた場合に子どもとコミュニケーションを取れる

関係を日頃から築いておくことが大切ではないだろう

か。

「自立」に向けた
「自律」を促す環境づくりを

ま と め

生活時間
について取り上げます

次号
予告

＊文部科学省「学校における携帯電話等の取扱い等に関する調査について」（2008年調査）

電話で話す　
16.9

24.1

3.5

5.1

Benesse Research

◎保護者のかかわりの度合いが子どもの利用マナーに及ぼす
影響や、学校における情報モラル教育の取り組みなど、最新情
報が分かる

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/
21/02/1246177.htm

◎携帯電話に関する児童・生徒からの相談内容など、教師のみ
を対象に行った調査結果もある。暮らしや文化、産業など幅広
い視点から携帯電話をとらえたデータが興味深い

http://www.moba-ken.jp/theme/whitepaper/
whitepaper2007/whitepaper2007-content

◎携帯電話の利用マナーを学ぶための配布用素材や学習指導
案が豊富

http://www.moba-ken.jp/theme/kidsmobile/textbook

◎携帯電話だけでなく、ゲームやインターネット、漫画などメ
ディア全般に関する子どもと保護者の意識が分かる

http://www.nrsquare.com/pta/
book_kodomotomedia_h20/

◎携帯電話やインターネットについて、使い方のルールやマナ
ーだけではなく、日々の授業に取り入れたい便利な機能や実際
の活用例、カリキュラムが多数掲載されている

http://www.kayoo.info/moral-guidebook-2007/

◎利用のルールやフィルタリングサービスについて、子どもと
保護者の考えの違いが分かる。それぞれのデータがダウンロー
ドできる

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/jouhou5/
index.html

研修会や保護者会に役立つ！
携帯電話や情報モラル教育の

お薦めウェブサイト
文部科学省

子どもの携帯電話等の利用に関する調査（速報）

モバイル社会研究所［（株）N T Tドコモ］

モバイル社会白書2007

教材「みんなのケータイ」

社団法人日本ＰＴＡ全国協議会

子どもとメディアに関する意識調査

※上記は2009年4月時点での情報です

社団法人日本教育工学振興会

やってみよう情報モラル教育

総務省

第５回情報化社会と青少年に関する意識調査

1

4

61　　　～　出典
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近
年
、「
自
分
へ
の
自
信
や
将
来
へ
の
前

向
き
な
気
持
ち
が
低
い
生
徒
が
多
い
」
と

し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
。
財
団
法
人
日
本
青

少
年
研
究
所
『
中
学
生
・
高
校
生
の
生
活

と
意
識
調
査
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
日
本

の
中
学
生
は
、
他
の
国
々
と
比
較
し
て
、

自
分
の
能
力
に
対
し
て
肯
定
的
な
態
度
を

持
つ
割
合
が
低
い
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ

た
（
図
１
）。
更
に
、「
親
に
よ
く
褒
め
ら

れ
る
と
感
じ
て
い
な
い
生
徒
」
や
「
自
分

の
意
思
を
持
っ
て
行
動
で
き
な
い
生
徒
」

に
、「
自
分
は
ダ
メ
な
人
間
で
あ
る
」
と
思

う
傾
向
が
、
よ
り
強
く
見
ら
れ
た
。

　

一
方
、
文
部
科
学
省
「
児
童
生
徒
の
問

題
行
動
等
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
に
関
す

る
調
査
」
に
よ
る
と
、
２
０
０
７
年
度
、

中
学
校
に
お
い
て
い
じ
め
の
件
数
は
減
少

が
見
ら
れ
た
も
の
の
（
図
２
）、
校
内
暴
力

の
発
生
件
数
は
、
３
万
３
５
２
５
件
と
過

去
最
多
と
な
っ
た
（
図
３
）。
学
校
数
で

見
て
も
、
暴
力
行
為
が
発
生
し
た
中
学
校

数
は
４
０
５
１
校
に
達
し
、
中
学
校
の
約

37
％
が
、
何
ら
か
の
暴
力
行
為
に
悩
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
問
題
行

動
を
減
ら
す
た
め
に
、
生
徒
指
導
上
、
ど

の
よ
う
な
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。　

26
か
ら
の
学
校
事
例
で
は
、
生
徒
に
活
躍

の
場
を
与
え
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
「
開

発
的
生
徒
指
導
」
を
進
め
、学
校
の
「
荒
れ
」

を
大
き
く
減
ら
し
た
佐
賀
市
立
金き

ん

泉せ
ん

中
学

校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

課
題

フ
ォ
ー
カ
ス

現状

依
然
と
し
て
低
い
生
徒
の
自
己
肯
定
感

校
内
暴
力
は
過
去
最
多

現
代
の
生
徒
指
導
上
の
課
題
は
、基
本
的
な
生
活
習
慣
に
か
か
わ
る
も
の
か
ら
、

校
内
暴
力
、い
じ
め
へ
の
対
応
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
モ
ラ
ル
の
教
育
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。今
回
は
、自
己
肯
定
感
や

学
校
の「
荒
れ
」に
関
す
る
デ
ー
タ
か
ら
課
題
を
読
み
解
く
と
共
に
、学
校
の
取
り
組
み
か
ら
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
考
え
た
い
。

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を

高
め
、落
ち
着
い
た

学
校
に
す
る
た
め
に
は

P.

に

［中学版］ 2009  Vol .1
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いじめの認知（発生）数の推移図 2

＊公立中学校の調査結果。2006 年度から集計方法が変更（国・私立学校を
含める）されている
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学校内における暴力行為の推移図 3

＊公立中学校の調査結果。2006 年度から集計方法が変更（国・私立学校を
含める）されている
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図 1：『中学生・高校生の生活と意識調査報
告書』財団法人日本青少年研究所

図 2・3：『児童生徒の問題行動等生徒指導
上の諸問題に関する調査（平成 19 年度）』
文部科学省
http://www.mext.go.jp/b_menu/
houdou/20/11/08111707.htm

自己肯定感に関する日米比較図 1

＊2008年9～10月実施。対象は日本、米国、中国、韓国の中学生と高校生。日本は中学生807人、高校生1,210
人。上図では日本と米国の中学生の結果のみ掲載している
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校
目
標
に
掲
げ
た
。

　
「『
み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
て
元
気
な
生

徒
を
育
て
よ
う
』
と
、
教
師
だ
け
で
な
く

事
務
職
員
も
含
め
て
教
職
員
全
員
に
伝
え

ま
し
た
」

　

ま
ず
見
直
し
た
の
が
、
生
徒
指
導
の
在

り
方
だ
。
佐
賀
大
の
倉
本
哲
男
准
教
授
の

指
導
な
ど
を
踏
ま
え
、
問
題
が
起
き
て
か

ら
対
応
す
る
「
対
処
的
生
徒
指
導
」
に
終

始
せ
ず
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
「
出
番
」

を
与
え
て
「
役
割
」
を
果
た
さ
せ
、
そ
の

行
動
を
「
承
認
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
徒
の
責
任
感
や
自
信
を
育
て
、
良
い
と

こ
ろ
を
伸
ば
し
て
い
く
「
開
発
的
生
徒
指

導
」
を
行
う
よ
う
に
し
た
（
図
１
）。

　

こ
の
よ
う
な
指
導
を
取
り
入
れ
た
き
っ

か
け
は
、
04
年
度
に
劇
団
を
招
い
て
行
わ

れ
た
体
験
授
業
で
の
出
来
事
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
劇
団
員
の
指
導
の
下
で
、

生
徒
が
オ
ペ
ラ
の
一
幕
を
演
じ
る
と
い
う

内
容
だ
っ
た
。
普
段
か
ら
問
題
行
動
の
目

立
つ
生
徒
も
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
生
徒

は
、
開
始
直
後
は
劇
団
員
の
言
う
こ
と
を

ほ
と
ん
ど
聞
か
ず
に
い
た
と
い
う
。
と
こ

ろ
が
、
劇
団
員
は
、
そ
の
生
徒
を
事
あ
る

ご
と
に
褒
め
た
。
す
る
と
、
か
た
く
な
だ
っ

た
生
徒
の
顔
は
次
第
に
和
ら
ぎ
、「
今
の
は

良
か
っ
た
ね
」
な
ど
と
劇
団
員
か
ら
声
を

掛
け
ら
れ
る
こ
と
を
喜
ぶ
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
公
演
が
終
わ
り
、
劇
団
員
を
乗

せ
た
バ
ス
が
校
門
を
出
て
い
く
時
に
は
、

生
徒
は
涙
を
流
し
な
が
ら
手
を
振
っ
て
い

た
と
い
う
。

　
「
こ
う
し
た
生
徒
の
姿
を
見
て
、
私
が
何

よ
り
感
じ
た
の
は
、
子
ど
も
が
『
承
認
』

さ
れ
る
こ
と
に
飢
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
、
承
認
の
機
会
を
与
え
て
こ
な
か
っ
た
、

こ
れ
ま
で
の
生
徒
指
導
の
在
り
方
へ
の
反

「
対
処
的
」な
指
導
か
ら

「
開
発
的
」指
導
に
転
換

　

か
つ
て
の
佐
賀
市
立
金
泉
中
学
校
は
、

い
わ
ゆ
る
「
荒
れ
た
学
校
」
だ
っ
た
。
生

徒
同
士
の
暴
力
や
教
師
の
不
祥
事
な
ど
が

相
次
ぎ
、
学
校
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ

た
。「
２
０
０
３
年
ご
ろ
が
最
も
厳
し
い
時

期
で
し
た
。
教
職
員
は
皆
、
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
が
、
成
果
は
な
か
な
か
出
ず
、
生

徒
も
教
職
員
も
傷
つ
き
、
そ
し
て
地
域
か

ら
の
信
頼
も
失
っ
て
い
ま
し
た
」
と
、
当

時
、
教
育
事
務
所
所
長
と
し
て
同
校
に
か

か
わ
っ
て
い
た
校
長
（
当
時
）
の
佐
藤
範

男
先
生
は
話
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
知
っ
て
い
た
佐
藤
校

長
は
、
04
年
度
に
校
長
と
し
て
着
任
し
た

時
、「
元
気
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
」
を
学

出
番
と
役
割
を
与
え
、承
認
す
る

「
開
発
的
生
徒
指
導
」で
生
徒
を
育
て
る

佐
賀
県
佐
賀
市
立
金き

ん

泉せ
ん

中
学
校

学校事例

校長 中野義文先生　

所在地 〒 849-0902
 佐賀県佐賀市久保泉町大字上和泉
 2361-1

TEL 0952-98-1181

URL http://www3.saga-ed.jp/school/
 edq10157/

佐賀市立金泉中学校
1960（昭和35）年、金立中学校、久保泉中学
校の２校が統合して開校。自分自身の良さを自
覚させて伸ばしていく「開発的生徒指導」によ
り、いわゆる「生徒指導困難校」から立ち直った。

佐
賀
市
立
金
泉
中
学
校
校
長

佐
藤
範
男

Sato N
orio

佐
賀
市
立
金
泉
中
学
校

空
閑
宏
史

K
uga H

iroshi

研
究
主
任

＊プロフィールは取材時（09年3月）のものです ［中学版］ 2009  Vol .1
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省
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
対
外
的
に
良
い

と
こ
ろ
だ
け
見
せ
よ
う
と
し
て
、
問
題
を

起
こ
し
そ
う
な
生
徒
に
は
、
積
極
的
に
何

か
を
さ
せ
よ
う
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
劇
団
の
方
た
ち
は
そ
う

し
た
生
徒
に
も
、
先
入
観
な
く
認
め
た
り

褒
め
た
り
し
て
接
し
て
い
ま
し
た
。
問
題

を
抱
え
た
生
徒
も
含
め
、
す
べ
て
の
生
徒

に
出
番
を
与
え
、
役
割
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
か
か
わ
り
、
そ
し
て
頑
張
り
を
認
め

る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
」

（
佐
藤
校
長
）

　

こ
の
体
験
を
基
に
、
教
師
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら
学
校

独
自
の
「
開
発
的
生
徒
指
導
」
を
つ
く
り

上
げ
て
い
っ
た
の
だ
。

高
校
説
明
会
の
運
営
を

生
徒
に
任
せ
る

　

最
初
の
重
要
な
実
践
と
な
っ
た
の
は
、

05
年
度
に
校
内
で
開
い
た
高
校
説
明
会

だ
っ
た
。
毎
年
、
高
校
の
先
生
の
話
を
聞

く
際
に
、
生
徒
の
集
中
力
が
途
切
れ
る
こ

と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
行
事
だ
。
05
年

度
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、「
生
徒
が
悪
い
」

と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
説
明
会
の
運
営

方
式
に
問
題
が
な
か
っ
た
か
と
い
う
観
点

か
ら
内
容
を
検
討
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
生
徒
全
員
が
体
育
館
に
集

ま
り
高
校
側
の
説
明
を
聞
く
と
い
う
従
来

の
形
式
で
は
な
く
、
高
校
ご
と
に
別
々
の

教
室
で
説
明
会
を
開
き
、
興
味
の
あ
る
高

校
を
選
ん
で
生
徒
自
ら
が
出
向
く
形
に
し

た
。
し
か
も
、
生
徒
自
身
に
実
行
委
員
会

を
組
織
さ
せ
、
高
校
の
先
生
の
誘
導
や
司

会
進
行
も
担
当
さ
せ
る
と
い
う
、
自
主
運

営
ス
タ
イ
ル
と
し
た
の
だ
。

　

研
究
主
任（
当
時
）の
空く

閑が

宏
史
先
生
は
、

「
生
徒
は
期
待
以
上
に
頑
張
り
ま
し
た
」
と

当
時
を
振
り
返
る
。

　
「
生
徒
は
、
自
ら
改
善
案
を
提
案
し
、
工

夫
し
て
進
行
し
て
い
ま
し
た
。
進
路
指
導

主
事
を
中
心
に
綿
密
な
計
画
を
立
て
て
、

十
分
に
練
習
を
し
た
成
果
も
あ
り
、
説
明

会
は
滞
り
な
く
終
わ
り
ま
し
た
。
生
徒
が

高
校
説
明
会
の
運
営
を
す
べ
て
行
う
の
は

珍
し
い
よ
う
で
、
高
校
の
先
生
か
ら
は
高

い
評
価
を
得
ま
し
た
」

　

も
ち
ろ
ん
、
い
き
な
り
こ
の
よ
う
な
実

践
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
空

閑
先
生
は
「
絶
対
に
失
敗
し
な
い
と
思
え

る
だ
け
の
準
備
を
綿
密
に
行
っ
た
こ
と
が

大
き
い
」
と
強
調
す
る
。

　
「『
生
徒
の
自
主
性
に
任
せ
る
』
と
い
う
こ

と
は
、決
し
て
『
教
職
員
が
手
を
掛
け
な
い
』

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

当
日
の
流
れ
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
や
本
番

を
想
定
し
た
事
前
の
練
習
な
ど
は
、
例
年

以
上
に
細
か
な
点
ま
で
目
を
配
り
な
が
ら

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
生
徒
が
『
出

番
』
と
『
役
割
』
を
き
ち
ん
と
果
た
し
、『
承

認
』
を
得
て
自
信
を
深
め
る
。
そ
の
た
め

に
は
『
本
番
で
は
絶
対
に
成
功
す
る
』
と

思
わ
せ
る
だ
け
の
自
信
を
、
生
徒
に
付
け

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
開
発
的
な

取
り
組
み
は
、
き
め
細
か
な
支
援
が
あ
っ

て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

開
発
的
生
徒
指
導
を
支
え
る

「
黄
金
の
一
週
間
」

　

高
校
説
明
会
の
成
功
を
受
け
、
同
校
が

次
に
着
手
し
た
の
が
「
黄
金
の
一
週
間
」

（
図
２
）
だ
。
各
学
期
の
始
め
や
定
期
考
査
、

学
校
行
事
の
終
了
後
な
ど
、
高
ま
っ
た
意

欲
が
低
下
す
る
一
週
間
を
大
切
に
し
よ
う
、

と
生
徒
に
意
識
さ
せ
る
活
動
だ
。

　

期
間
中
は
、
校
内
放
送
や
全
校
朝
会
で

生徒指導の種類図１

出典：『開発的生徒指導論と学校マネジメント』
（倉本哲男編著／ふくろう出版）

●対処的生徒指導
問題行動等が起こった時などに教職員がその問題に
速やかに対応し、問題の収束と解決を図る生徒指導

●予防的生徒指導
予想される問題行動等に対して、生徒が直面しない
ように、回避する方法を事前に教える生徒指導

●開発的生徒指導
対処的生徒指導や予防的生徒指導を連動させながら、
生徒の良さを伸ばす生徒指導

「黄金の一週間」を行う主な行事図 2

「黄金の一週間」を行う学校行事を示した。他にも、毎月の始めの 1週間でも行う。「黄
金の一週間」の間は、掲示物の張り替えや学年集会、あいさつ運動なども併せて行い、
気持ちを引き締めようという趣旨がある
＊高校入試の場合は各自の試験終了後の 1週間が該当する

１学期
4月

入
学
式
・
始
業
式

5月

生
徒
総
会

6月

期
末
考
査

7月

中
体
連
大
会

8月 9月

体
育
大
会

２
学
期
始
業
式

10月 11月

文
化
発
表
会

12月 1月

３
学
期
始
業
式

2月

学
年
末
考
査

3月

卒
業
式
・
修
了
式

入
試（
＊
）

2学期 3学期
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呼
び
掛
け
た
り
、
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
た

り
し
て
、
黄
金
の
一
週
間
で
あ
る
こ
と
を

繰
り
返
し
伝
え
る
。

　
「
一
つ
の
出
番
を
し
っ
か
り
や
り
遂
げ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
承
認
さ

れ
て
、
そ
れ
が
次
の
出
番
に
つ
な
が
っ
て

こ
そ
意
味
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
生
徒

自
身
に
そ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
成

果
や
課
題
を
意
識
さ
せ
、
更
に
意
欲
を
高

め
、
次
の
『
出
番
・
役
割
・
承
認
』
の
ス

パ
イ
ラ
ル
に
つ
な
げ
る
の
が
『
黄
金
の
一

週
間
』
の
ね
ら
い
で
す
」（
空
閑
先
生
）

　
「
黄
金
の
一
週
間
」
で
重
視
す
る
の
は
、

遅
刻
・
欠
席
、
服
装
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
生

徒
指
導
に
か
か
わ
る
内
容
だ
け
と
は
限
ら

な
い
。
例
え
ば
、
学
期
始
め
の
時
期
に
は
、

教
科
学
習
の
心
構
え
や
授
業
の
受
け
方
な

ど
、
学
習
に
か
か
わ
る
内
容
も
扱
う
。

　

一
連
の
活
動
で
注
目
す
べ
き
点
は
、「
開

発
的
生
徒
指
導
」「
黄
金
の
一
週
間
」
な
ど

の
学
校
の
方
針
と
取
り
組
み
の
内
容
を
生

徒
に
も
十
分
に
説
明
し
、
し
っ
か
り
認
識

さ
せ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
「
生
徒
自
身
も
、
こ
の
取
り
組
み
が
ど
の

よ
う
な
内
容
で
、
何
を
目
標
と
し
て
い
る

の
か
を
説
明
で
き
ま
す
。
中
学
生
で
あ
れ

ば
、
私
た
ち
の
指
導
の
手
の
内
を
見
せ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
集
団

に
か
か
わ
る

全
員
が
意
思

を
同
じ
く
し

て
取
り
組
ん

だ
方
が
、
よ

り
良
い
集
団

と
な
っ
て
い

く
と
思
う
か

ら
で
す
」（
佐

藤
校
長
）

　

更
に
同
校

で
は
、
こ
う

し
た
活
動
を

よ
り
着
実
に

定
着
さ
せ
る

た
め
、
通
知

表
に
も
「
出

番
・
役
割
・

承
認
」
の
欄
を
組
み
込
ん
で
い
る
（
図
３
）。

出
番
と
役
割
の
欄
は
生
徒
自
身
が
記
入
し
、

承
認
の
欄
は
生
徒
の
出
番
・
役
割
で
頑
張
っ

た
こ
と
を
担
任
が
記
入
す
る
。
佐
藤
校
長

は
、
保
護
者
が
生
徒
を
認
め
る
こ
と
が
次

の
役
割
に
つ
な
が
る
と
話
す
。

　
「『
出
番
・
役
割
・
承
認
』
に
つ
い
て
、

保
護
者
と
共
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め

の
工
夫
で
す
。
三
者
面
談
の
機
会
な
ど
を

生
か
し
て
、
親
子
で
一
緒
に
目
標
を
確
認

し
、
担
任
の
承
認
コ
メ
ン
ト
を
保
護
者
に

も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
」

地
域
の
理
解
を
得
る
た
め
に

市
民
を
対
象
に
学
校
公
開

　

同
校
が
荒
れ
て
い
た
時
代
、
地
域
か
ら

の
学
校
に
対
す
る
不
信
感
は
強
か
っ
た
。

そ
う
し
た
良
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で

も
ぬ
ぐ
い
去
り
、
学
校
を
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
、
地
域
に
対
す
る
広
報
活
動
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。

　

例
え
ば
、
03
年
度
に
生
徒
に
よ
る
年
少

者
へ
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
始
め
、
04
年
度

に
は
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
作
っ

た
。
佐
藤
校
長
自
ら
が
地
域
に
出
て
、
直

接
、
住
民
に
理
解
と
協
力
を
訴
え
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
06
年

度
に
は
地
域
住
民
を
対
象
に
学
校
公
開
を

「出番・役割・承認」の欄を取り入れた通知表図 3

通知表にも、「出番・役割・承認」の欄を設けた。担任や保護者と共に、めりはりのある
生活を送るための工夫だ。保護者に配付する資料で、上図のように成績表の各項目のね
らいと内容を説明し、学校の教育方針への理解を求めている
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行
っ
た
。
地
域
住
民
向
け
の
学
校
公
開
と

言
え
ば
、
自
校
を
会
場
に
し
て
行
う
の
が

一
般
的
だ
。
と
こ
ろ
が
、
同
校
は
佐
賀
市

の
公
共
施
設
を
会
場
に
し
、
生
徒
会
の
活

動
発
表
や
公
開
授
業
な
ど
を
行
っ
た
。
学

区
内
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
の
目
標
や
課

題
を
広
く
市
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
し

た
の
だ
。
案
内
や
運
営
は
生
徒
が
務
め
、

頑
張
る
姿
を
ア
ピ
ー
ル
。
好
評
の
う
ち
に

終
了
し
、
地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。

　
「
多
く
の
方
か
ら
好
意
的
な
感
想
や
大
き

な
称
賛
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

生
徒
へ
の
大
き
な『
承
認
』に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
の
学
校
を
見
る
目
は
確
実
に

変
わ
っ
て
い
き
、『
荒
れ
た
学
校
』
か
ら
『
地

域
の
誇
り
の
学
校
』
へ
と
意
識
は
少
し
ず

つ
変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
生
徒
に

積
極
的
に
か
か
わ
ろ
う
と
し
て
く
だ
さ
る

方
が
乗
数
効
果
的
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
」

（
空
閑
先
生
）

　

08
年
度
は
、
県
民
ホ
ー
ル
を
１
週
間
借

り
き
っ
て
、
生
徒
全
員
が
描
い
た
絵
を
展

示
す
る
「
絵
で
見
る
元
気
あ
ふ
れ
る
学
校

展
」
を
開
催
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
の
下

に
は
、
教
師
や
保
護
者
が
書
い
た
展
示
作

品
に
対
し
て
頑
張
り
を
た
た
え
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
た
。「
承
認
」
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
地
域
に
発
信
す
る
と
い
う
趣
旨

も
あ
っ
た
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
作
品
の
搬
入
や
展

示
、
会
期
中
の
受
付
な
ど
は
、
保
護
者
が

担
当
し
た
。

　
「
保
護
者
に
協
力
を
依
頼
す
る
時
に
は
、

た
だ
『
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
言
う
の

で
は
な
く
、
活
動
の
ね
ら
い
を
き
ち
ん
と

説
明
し
ま
し
た
。
活
動
が
生
徒
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
、
そ
の
趣

旨
が
理
解
で
き
れ
ば
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
く
れ
ま
す
。
会
場
の
設
営
を
手
伝
っ
て

く
れ
た
保
護
者
の
多
く
は
、
会
期
中
も
絵

を
見
る
た
め
に
来
場
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、

受
付
担
当
の
保
護
者
は
、
来
場
者
に
『
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
』（
図
４
）
を
書
い
て
も
ら

う
た
め
の
説
明
を
い
と
わ
ず
に
し
て
く
れ

ま
し
た
」（
佐
藤
校
長
）

「
出
番
・
役
割
・
承
認
」
を

地
域
へ
も
拡
大

　

学
校
が
落
ち
着
い
た
今
、
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
学
区
の
小
学
校
及
び
地
域
と

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
雄ゆ

う

飛ひ

学
園
構
想
」

だ
。
こ
れ
は
、
小
学
６
年
生
を
中
学
校
に

招
い
て
行
う
部
活
動
体
験
、
中
学
校
教
師

が
小
学
校
に
出
向
い
て
行
う
出
前
授
業
、

地
域
行
事
へ
の
参
加
、
職
場
体
験
な
ど
を

通
し
て
、
学
区
ぐ
る
み
で
「
開
発
的
生
徒

指
導
」
を
展
開
し
、
子
ど
も
を
育
て
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　
「
本
校
で
は
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の

減
少
、
学
校
選
択
制
に
よ
る
生
徒
の
他
学

区
へ
の
流
出
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
地
域
全

体
が
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、『
地
域

の
子
ど
も
は
み
ん
な
の
宝
』
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
小
中
連
携
を
核
に

し
な
が
ら
、
地
域
や
家
庭
で
子
ど
も
に
出

番
と
役
割
を
与
え
、
承
認
し
て
い
く
と
い

う
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

　

地
域
と
学
校
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
の
「
出
番
・
役
割
・
承
認
」

の
場
が
広
が
っ
て
い
け
ば
、「
開
発
的
生
徒

指
導
」
は
更
に
効
果
を
増
す
│
│
。「
生
徒

指
導
困
難
校
」
と
呼
ば
れ
た
時
期
の
さ
ま

ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
確
実
な
成
果

を
上
げ
て
き
た
金
泉
中
学
校
の
手
法
は
、

多
く
の
学
校
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

保護者からの応援メッセージ図 4

授業参観や学校行事の時には、来場者に生徒や学校全体へのメッ
セージを書いてもらう。行事終了後には、全校生徒が閲覧する。
保護者が自分の子どもにあてたものだけでなく、見ず知らずの
人からのメッセージもある。だからこそ「承認」の意味が高まる
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鳥
取
市
立
南
中
学
校
は
鳥
取
市
の
中
心

部
に
位
置
す
る
。
全
校
生
徒
６
３
３
人
の

県
内
有
数
の
規
模
の
学
校
だ
。
市
内
で
は

「
部
活
の
南
中
」
と
し
て
知
ら
れ
、
野
球

部
・
新
体
操
部
な
ど
中
国
大
会
に
出
場
す

る
部
が
多
数
あ
る
。
一
方
、
学
習
面
で
は

家
庭
学
習
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
な
い
生

徒
が
多
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
生
徒
に
生
活
日
記
を
書
か
せ
た
り
、

家
庭
学
習
の
方
法
を
解
説
し
た
小
冊
子
を

配
付
し
た
り
し
、
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着

に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　

２
０
０
８
年
度
か
ら
そ
の
取
り
組
み
は

小
学
校
・
家
庭
も
含
め
た
動
き
に
発
展
し

た
。
き
っ
か
け
は
鳥
取
市
が
立
ち
上
げ
た

「
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
」
だ
。
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も

の
学
力
の
向
上
を
図
る
事
業
だ
。
こ
れ
を

受
け
て
、
同
校
は
校
区
内
の
小
学
校
４
校

と
連
携
し
、
家
庭
学
習
の
定
着
を
目
的
と

す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
南
」
を
始
め
た
。

　

ま
ず
、
教
師
と
児
童
・
生
徒
、
そ
し
て

保
護
者
が
共
通
の
意
識
を
持
と
う
と
、
学

校
間
で
家
庭
学
習
に
対
す
る
考
え
方
を
統

一
し
、
「
家
庭
学
習
の
て
び
き
」
（
図

１
）
を
作
成
し
た
。
中
学
１
・
２
年
生
な

ら
「
週
10
時
間
、
宿
題
は
も
ち
ろ
ん
、
復

習
や
予
習
に
取
り
組
む
」
と
い
う
よ
う

に
、
小
学
校
低
学
年
・
中
学
年
・
高
学

年
、
中
学
生
の
４
段
階
に
分
け
て
家
庭
学

習
で
取
り
組
む
べ
き
内
容
や
時
間
の
目
安

を
明
示
し
た
。
そ
の
意
義
を
教
頭
の
櫻
井

修
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
確
か
に
こ
れ
ま
で
も
、
小
・
中
学
校
が

そ
れ
ぞ
れ
家
庭
学
習
の
指
導
は
し
て
き
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
校
に
よ
っ
て
そ

の
基
準
が
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
の
は
否
め
ま

せ
ん
。
小
学
校
の
先
生
方
と
協
議
し
な
が

ら
、
校
区
と
し
て
の
統
一
的
な
家
庭
学
習

の
基
準
が
打
ち
出
せ
た
と
思
い
ま
す
」

　

こ
れ
に
加
え
、
同
校
が
独
自
に
取
り
組

ん
だ
の
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
さ
せ
る

「
３
点
固
定
」
の
呼
び
掛
け
だ
。
３
点
と

は
「
家
庭
学
習
の
開
始
時
刻
」
「
就
寝
時

刻
」
「
起
床
時
刻
」
の
こ
と
。
時
間
の
設

定
は
生
徒
本
人
に
任
せ
、
三
者
面
談
で
３

点
を
守
る
こ
と
を
生
徒
に
約
束
さ
せ
た
。

　

だ
が
、
単
な
る
呼
び
掛
け
だ
け
で
は
効

果
は
薄
い
。
そ
こ
で
同
校
は
、
家
庭
学
習

を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
も
取
り
入
れ

た
。
一
つ
は
、
08
年
度
後
期
か
ら
始
め
た

「
月
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
南
」
だ
（
図
２
）
。

３
点
固
定
を
守
れ
た
か
、
前
日
の
家
庭
学

習
が
何
分
か
を
毎
日
の
朝
会
で
書
か
せ
、

担
任
に
提
出
さ
せ
る
。
更
に
月
末
に
は
、

月
の
合
計
学
習
時
間
を
保
護
者
に
チ
ェ
ッ

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
南
」で

毎
日
の
家
庭
学
習
時
間
を
確
保

小
学
校・家
庭
と
連
携
し

家
庭
学
習
時
間
を
１・５
倍
に

鳥
取
県 

鳥
取
市
立
南
中
学
校

「
確
か
な
学
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
を
図
ろ
う
と
、

小
学
校
・
家
庭
と
協
力
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
鳥
取
市
立
南
中
学
校
。

生
徒
・
学
校
・
家
庭
の
間
で
家
庭
学
習
の
目
標
を
明
確
に
し
、
学
習
時
間
を
毎
日
記
録
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

家庭学習のポイント
を、Ａ４判にコンパク
トにまとめた。全校集
会で教務主任が内容を
説明し、生徒一人ひと
りに配付した。学習時
間の目安は１・２年生
は週10時間、３年生は
週20時間とした

中学生版「家庭学習のてびき」図１

指
導
の
ひ
と
さ
じ

家
庭
学
習
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ク
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
、
家
庭
に
よ
り

積
極
的
な
関
与
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
工
夫
は
、
短
期
サ
イ
ク
ル

で
学
習
習
慣
の
定
着
が
図
れ
る
よ
う
、
定

期
考
査
の
回
数
を
従
来
の
５
回
か
ら
６
回

に
し
た
こ
と
だ
。

　
「
本
学
は
二
学
期
制
の
た
め
、
と
も
す
る

と
定
期
考
査
の
間
隔
が
開
き
、
家
庭
学
習

習
慣
が
持
続
し
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
定
期
考
査
の
回
数
を
増
や

し
間
隔
を
約
６
週
間
と
短
く
す
る
こ
と

で
、
生
徒
が
よ
り
短
い
ス
パ
ン
で
学
習
目

標
を
立
て
、
計
画
的
に
学
習
し
や
す
く
し

た
わ
け
で
す
」
と
教
務
主
任
の
石
谷
健
二

郎
先
生
は
話
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
年
度
後

期
の
家
庭
学
習
時
間
は
、
３
学
年
と
も
に

１
・
５
倍
に
も
増
え
た
の
だ
。

　

取
り
組
み
の
成
果
は
、
月
２
回
の
学
校

通
信
「
南
中
だ
よ
り
」
で
家
庭
に
発
信
し

て
い
る
。
保
護
者
は
具
体
的
な
取
り
組
み

に
加
え
て
、
家
庭
学
習
時
間
の
推
移
な
ど

詳
し
い
成
果
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

学
校
通
信
に
は
、
も
う
一
つ
の
特
徴
が

あ
る
。
成
績
に
は
表
れ
な
い
生
徒
の
努
力

を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
だ
。
人
気
コ
ー

ナ
ー
「
私
の
学
習
法
」
で
は
、
ど
の
よ
う

に
生
徒
が
復
習
を
行
っ
て
い
る
か
、
テ
ス

ト
対
策
を
し
て
い
る
か
な
ど
、
生
徒
に
と

っ
て
役
立
つ
内
容
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
自
分
の
子
ど
も
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
号

を
額
に
入
れ
て
飾
る
保
護
者
も
い
る
よ
う

で
す
。
学
校
通
信
で
保
護
者
に
『
チ
ャ
レ

ン
ジ
南
』
の
取
り
組
み
と
成
果
を
発
信
し

て
き
た
結
果
、
毎
年
実
施
す
る
保
護
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
『
学
校
の
教
育
方
針
が
よ

く
わ
か
る
』
と
い
う
項
目
の
数
値
が
、
取

り
組
み
を
始
め
る
前
に
比
べ
20
ポ
イ
ン
ト

も
上
が
り
ま
し
た
」
（
石
谷
先
生
）

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
南
」
の
取
り
組
み
で
学
校

の
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

　
「
地
域
や
保
護
者
か
ら
『
南
中
は
学
習
に

も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ね
』

と
評
価
の
声
を
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
08
年
度
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
６
割
に
『
３
点
固
定
は
定
着
し
た
』

と
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

家
庭
学
習
と
言
っ
て
も
宿
題
だ
け
取
り
組

む
生
徒
、
塾
で
の
学
習
を
家
庭
学
習
と
し

て
い
る
生
徒
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
家
庭
学

習
の
質
の
向
上
が
、
今
後
の
課
題
で
す
」

と
、
櫻
井
教
頭
は
更
に
上
を
見
据
え
る
。

　

こ
の
春
に
は
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
南
」
に

取
り
組
み
始
め
た
最
初
の
新
入
生
を
迎
え

た
。
同
校
の
小
学
校
・
家
庭
を
含
め
た
家

庭
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
、
次
の
ス
テ
ー

ジ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

成
果
や
生
徒
の
頑
張
り
を

学
校
通
信
で
保
護
者
に
発
信

◎1948（昭和23）年開校。校区には、新
興住宅地があり、今後、数年間は生徒数増
加が見込まれる。2008年度から鳥取市が
行う鳥取市学力向上推進事業に参加。学
校、地域、家庭が一体となった教育活動を
目指す。

櫻井 修
Sakurai  Osamu 
教頭

鳥取市立南中学校

校長 小山敏夫先生

生徒数 633人

学級数 20学級（うち特別支援学級２）

所在地 〒680-0844

 鳥取県鳥取市興南町91番地

TEL 0857-22-3617

FAX 0857-24-3925　

鳥取市立南中学校

石谷健二郎
Ish i tani  Kenj i ro
教務主任、数学科担当

鳥取市立南中学校

月間チャレンジ南　目標達成までに必要な時
間を分かりやすくするため、週の学習時間を棒
グラフにさせる。１日の家庭学習時間の平均時
間は半年で１年生が６２分から９７分に、２年生
が７３分から８９分に、３年生が１６７分から２５０
分に増えた

チャレンジ南　家庭学習を始める時刻、夜寝
る時刻、朝起きる時刻を生徒自身が書き込
む。０８年度は、夏休み前の三者面談で目標を
確認し、冬休み前の三者面談で成果の確認
と振り返りを行った

S C H O O L  D A T A

「チャレンジ南」と「月間チャレンジ南」図2

上記二つのシートは、Benesse教育研究開発センターのウェブサイトから
加工可能な形式でダウンロードできます。
http://benesse.jp/berd/
または「ベネッセ　研究」で検索
HOME＞情報誌ライブラリ（中学校向け）＞「VIEW21」2009年Vol.1
＞連載　家庭学習指導のひとさじ

＊プロフィールは取材時（09年3月）のものです31 ［中学版］ 2009 Vol .1



◎能力を持て余していた生徒と、３年生になって初めてか

かわりを持ちました。その生徒は次々と意欲的に活動をこ

なし、能力を伸ばしていました。卒業時には「先生を超え

る教師になってみせる！」と宣言し、進学。現在、大学で

教師を目指しています。�

�

◎「学校で一番大事な授業は、道徳です」と言った生徒。

何事においてもまじめに取り組んでいました。選択教科の

技術で栽培したバジルを使った料理を作るために、家でピ

ザの生地を練ってきました。�

�

◎初めて担任を任された時に受けもったＴ君。やんちゃだ

ったがハートの熱い生徒でした。ネクタイをつかまれ、取

っ組み合い、共に２０km歩いたこともあります。そのＴ君

が高校の制服を着て私を訪ね、「お世話になりました」と輝

く笑顔で言ってくれた時のうれしさは、一生忘れられません。�

�

 �

◎１５年ほど前に担任したＫ君。当時流行していたアニメー

ションの影響を強く受けていた彼は、ある日「人間に感情

など無ければいいのに」といった内容の発言をしました。

できるだけ生の人間関係を避けようとした最初の生徒として、

記憶に残っています。当時は、よく理解できませんでしたが、

今はＫ君のような人が増えたように思います。�

�

�

◎入学生の代表挨拶で、芥川龍之介の『侏儒の言葉』から

の引用として「自由は山嶺の空気に似ている。どちらも弱

い者には耐えることはできない」と述べ、本校がうたう自

由の精神を享受するための覚悟を、全校生の前で述べた生徒。�

�

�

◎班ノートに「先生、たまには泣いてみ」と書いてきた生徒。

前後の文章を忘れましたが、２０代で生徒指導に日夜奮闘し

ていた時のこと。今でも印象に残っています。�

�

�

◎星に詳しく、理科教師の私より知識が豊富で、さまざま

な写真資料を持ってきてくれたＮ君。�

�

�

◎賢いだけではなく、努力を惜しまない生徒がいました。

勉強が大変良く出来、周囲の様子をよく見ていて、必要と

思うことを自分で考えて行動していました。生徒の中の先

生のような存在でした。�

�

◎修学旅行で湯飲みの絵付けを行った際、魚偏（さかなへん）

の付く漢字をびっしり書いたＦ君は、私の中ではとても印

象に残っています。�

�

◎１５年前、美術の授業で「山田かまち」を取り上げました。

鑑賞授業の最終日の感想で、ある女子生徒から「私たちは

もう間違ってしまっている。授業で取り上げたせいで、純

粋に見ることが出来なくなってしまった」との厳しい感想

をもらい、脳天をガツンとやられた気がしました。教材の

取り上げ方によっては、変な先入観を生徒に植え付けてし

まう危険性があることを生徒に教えられました。�

�

�

◎「受験指導のプロ」だった生徒。受験に対する関心が大

変高く、自分も熱心に勉強していましたが、勉強の合間に

私立・公立高校の資料や要項を片っ端から読み、友だちの

受験相談に乗っていました。教師よりも受験情報に詳しくて、

受験に関して友だちから大変厚い信頼を寄せられていました。�

�

�

◎発達障害の生徒を３年間担任しました。教室を別にせず、

普通学級での３年間は大変でしたが、本人も周りの生徒も

大きく成長できました。卒業式でその生徒は泣き崩れ、私

も涙を流して語り合いました。�

�

�

�

�

［新潟県／Ｓ中学校／Ｍ・Ｕ］�

�

�

�

�

［茨城県／Ｕ中学校／Ｈ・Ｓ］�

�

�

�

�

�

�

［愛知県／北部中学校／藤井 敦］�

�

�

�

�

�

�

�

［北海道／Ｙ中学校／Ｍ・Ｔ］�

�

�

�

�

�

［兵庫県／灘中学校／和田孫博］�

�

�

�

�

［京都府／Ｕ中学校／Ｔ・Ｙ］�

�

�

�

�

［東京都／Ｓ中学校／Ｋ・Ｍ］�

�

�

�

�

［滋賀県／竜王中学校／木戸妙子］�

�

�

�

［長崎県／香焼中学校／山鹿義弘］�

�

�

�

�

�

�

�

�

［新潟県／黒崎中学校／鈴木秀人］�

�

�

�

�

�

�

［奈良県／Ｋ中学校／Ｙ・Ｍ］�

�

�

�

�

［北海道／Ｈ中学校／Ｍ・Ｎ］�

�

NEW!

次号のテーマは�
「もし職員室を自由に変えられるとしたら？」�
このコーナーでは、毎号異なるテーマについて、先生方から頂いた思い
やご意見を紹介します。テーマに関するご意見は小誌ウェブサイト（裏
表紙参照）からご投稿ください。お待ちしています。�

中学版 2009 Vol .1 ２００９年６月９日発行／通巻３０１号�

発行人�

編集人�

発行所�

�

印刷製本�

編集協力�

執筆協力�

撮影協力�

イラスト協力�

新井健一�

原　茂�

（株）ベネッセコーポレーション�

Benesse教育研究開発センター�

大日本印刷（株）�

（有）ペンダコ�

柴崎朋実、山口慎治�

川上一生�

幸剛�

◎お問い合わせ先�

ＶＩＥＷ２１編集部�

〒１６３-１４２２　東京都新宿区西新宿３-２０-２�

東京オペラシティタワー２２階�

電話　０３-５３７１-１２３８�

Reader 's  VIEW
テーマ：忘れられない教え子たち�

読 者 の ペ ー ジ �

2009

２００９年度は、従来4月に刊行していた年度内の第１号を６月に変更し

ました。内容面では、新学習指導要領の移行措置情報をさまざまな角度

から取り上げると共に、調査データコーナーも拡充します。少しでも時

間があるときに読んでいただけるように、先生方の声を生かした、丁寧

な誌面作りを目指して参ります。次号以降も何とぞよろしくお願い申し

上げます。（久保木）�

編集後記�
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「進研ゼミ」

中学生環境コンクール
ベネッセコーポレーションは、未来を担う子どもたちが、一人でも多く「環境」について関心を持ち、
考える機会として、小・中・高生を対象にしたコンクールを開催します。昨年は、計1,079の応募が
ありましたが、今年もたくさんの作品に出会えることを楽しみにしています。ふるってご応募ください！

■  テーマ　「キミがもったいないと思うこと」

2009年7月1日（水）▶９月７日（月） 当日消印有効

■  テーマ　「ＣＯ２を減らすぞ！大作戦」

 応募部門

応募受付期間

■  募集形式 ■  募集形式

■  応募方法 ■  応募方法

■  賞品 ■  賞品

生活する中で感じる「もったいない」と思うことについて、減ら
すための考えや取り組みに関するレポートを募集します。

参加者それぞれの環境活動をＷｅｂ上で宣言してもらい、専用
Ｗｅｂサイト「中学生環境部」上の緑を増やしていきます。

レポート用紙で5枚程度、もしくは原稿用紙で1200字程度を
目安とします。

※10月中旬以降、専用Ｗｅｂサイトにて発表予定

※９月７日23：59受信分まで受け付け

※昨年度のものです。

※当選は発送をもってかえさせていただきます

専用Webサイト上の応募フォームに従い応募いただきます。

郵送・専用Webサイトにて受付 専用Webサイトにて受付（7月1日オープン予定）

http://chu.benesse.ne.jp/open/eco/2009/

最優秀者１名・優秀者４名を選考の
後、春休みに中学講座編集部と行く
２泊３日「直島環境体験」にご招待。

その他応募受付詳細は，7月1日オープン予定の専用Ｗｅｂサイト「中学生環境部」にてご確認のうえご応募ください。

▶検索キーワード“中学生環境部”にて検索してください。

応募者より抽選で100名に図
書カード500円分をプレゼント

 エコ・レポート部門  エコ・アクション部門

中学生環境部

見本




